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斐川町は、宍道湖の西岸に位置 し、県下最大の穀倉地帯 。出雲平野 と標高366m

の仏経山を中心 とした丘陵地帯から成 り立っています。古代か らの遺跡の大半は

丘陵地で発見 され、特に昭和59・ 60年に大量の青銅器が出土 した荒神谷遺跡は 日

本古代史に大きな衝撃を与えました。

これ らの埋蔵文化財は、先人が残 してくれた貴重な文化遺産 として永 く保存活

用 していかなければな りませんが、近年増加 している開発事業に伴い、重要な遺

跡が少 しずつ破壊 されているのが現状です。 どうしても避けることができない遺

跡については、発掘調査等によつて記録保存を行つています。

斐川町ではこのたび町内誘致企業のための工業団地造成を行 う予定で、地内に

ある人斗蒔 I遺跡の調査を行いました。本書には溝状遺構や道状遺構など新たな

成果を収録 してあります。

本書が埋蔵文化財に対する理解や歴史学習に活用 されることを期待 しています。

最後にな りましたが、本書を発刊するにあた り地元の皆様をはじめ、関係各位

の皆様のご協力に対 しまして心から御礼を申し上げます。

平成16(2004)年 3月

斐川町教育委員会教育長  本寸  上  家  次

と
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1,本書は、斐川町教育委員会が平成15年度に実施 した堀切工業団地造成工事に伴 う埋蔵

文化財発掘調査の報告書である。

2。 発掘調査を実施 した遺跡は次のとおりである。

人斗蒔 I遺跡 島根県簸川郡斐川町大字直江町2,600番地外

3.調査組織及び期間は次のとお りである。

〔組 織〕

調 査 指 導 島根県教育委員会

調 査 主 体 斐)|1町教育委員会

事 務 局 陰山 昇 (文化財課長)、 原 賢二 (文化財課主事)

調 査 員 宍道年弘 (文化財課係長 )

調査補助員 阿都賢治、大田晴美 (以上、文化財課臨時職員 )

遺物整理員 内田久美子 (文化財課臨時職員 )

〔期 間〕

平成15年 4月 7日 ～平成16年 3月 19日

4。 現地調査及び資料整理に際しては、下記の方々にご助言、ご協力をいただいた。 (順

不同 。敬称略)

石井 悠、内田律雄、瀬古諒子、舟木 聡、金子義明、今岡 稔、今岡利江、玉田宗

達、内田 栄、石川 崇、江角 健、佐々木歩美、中村裕之、遠藤愛望

5。 発掘調査にあたっては、次の方々に従事 していただいた。 (順不同 。敬称略)

伊藤義郎、伊藤敏子、伊藤千代美、北脇チエ子、黒田倶子、頃常久夫、高根正春、玉

木保郎、田村弓子、土江一雄、栂 幸夫、錦織明郎、樋野定雄、樋野富義

6。 本書で使用した挿図の方位は磁北であり、レベル高は海抜である。

7.第 1図は国土交通省国土地理院のものを使用 した。また、自然科学分析は文化財コン

サルタン ト脚に作業分析を委託 した。

8,本書を作製するにあたり、下記の方々から玉稿を賜った。記 して謝意を表する。

人斗蒔の五輪塔について……………・………報 文一今岡 利江 (広瀬町教育委員会 )

実測図―今岡  稔、今岡 利江

人斗蒔 I遺跡発掘調査に係る花粉分析……渡辺 正巳

(文化財調査コンサルタン ト爛)

9.本書の執筆は、第 1、 2章は宍道、第 3、 4章は阿部が行い、遺物実測は阿部、 トレー

スは大田、遺物整理は内田、中村、遠藤が行った。

10.本書中で使用 した土壌色は、小山正忠・竹原秀夫編著『新版標準土色帖』1988年 を用

いて命名 した。

11.本書に報告 した出土遺物、実沢1図 、写真等は、斐川町教育委員会で保管 している。
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第 1章 調査に至る経緯

斐川町と斐川町土地開発公社は町内企業誘致のため直江町地内に新たな工業団地約 1.8

財の造成計画をたてた。公社は平成14年 12月 11日 付けで埋蔵文化財の分布調査を斐川町教

育委員会に依頼 した。依頼をうけた町教育委員会は分布調査を実施 し、予定地内に存在す

る人斗蒔 (は つとまき)I遺跡の範囲確認や遺跡の性格を把握するために試掘調査を実施

する必要がある旨を同年12月 13日 付けで公社に回答 した。これを受け公社は 「堀切工業団

地造成工事に伴 う埋蔵文化財調査」の依頼を平成15年 2月 19日 付けで行い、町教育委員会

が平成15年度に発掘調査を実施することで合意した。

調査は同年 4月 7日 から始め、まず地形に合わせ 3箇所の試掘 トレンチを設定し、重機

と人力で発掘を行つた。結果、谷水田に立地する第 2及び第 3ト レンチは深さ2m以上掘

り下げたが湧水があり遺跡が存在する状況ではない一方、第 1ト レンチにおいては浦状の

落ち込みや若干の遺物が出上したので、調査範囲を拡張して調査を行 う必要があると判断

した。この旨を直ちに公社に報告 し協議 した結果、同年 5月 20日 付けで調査期間と経費に

ついての変更契約を行い、継続 して調査を行 うこととなった。

第 2章 位置と環境

人斗蒔 I遺跡は出雲平野の南部、標高366mの仏経山から北へ派生する丘陵上に位置 し

ている。遺跡の北と東西は谷水田にはさまれ、南は標高15mの低丘陵が続いている。

出雲平野は近世以前は入海 (古宍道湖)が広がってお り、人々はおもに南部の丘陵地や

谷あいで生活を営んでいたものと考えられる。斐川町内ではこれまでに240箇所以上で遺

跡が確認されてお り、発掘調査によつて次第にその様相が明らかになりつつある。

町内で今のところ最も古い遺跡 としては縄文早期末～前期初頭の上器が発見された結遺

跡があげられる。続いて上ケ谷遺跡からは中期末、後谷遺跡からは後晩期の土器が出上し

ている。いずれも標高の高い丘陵地や谷あいを生活の場所にしていたことがわかる。

弥生時代に入つても生活領域はあまり変わらないが、中期中頃から集落遺跡が急激に増

え、宮谷遺跡、杉沢遺跡、小野遺跡、神庭丘陵北遺跡などが知られている。358本の鋼剣、

6個の銅鐸、16本の銅矛が発見され全国の青鋼器分布図をぬりかえた荒神谷遺跡は、製作

時期は前期末から後期初め頃とみられているが、埋納時期は諸説があり新たな発見や研究

の成果によるところが大きい。

古墳時代になって前期古墳は今のところ確認 されていないが、中期になると神庭岩船山

古墳、軍原古墳など大型の首長古墳が築かれる一方、丘陵上に結古墳群や石橋古墳群など

の低墳丘をもつ古墳群や丘陵斜面では平野横穴墓群、山の奥横穴墓群などの横穴墓群が築

かれるようになる。
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奈良・平安時代では、近年後谷遺跡から出雲郡家に伴 う施設ではないかとみられる正倉

跡や隣接する稲城遺跡、小野遺跡など郡家関連遺跡が発見された。寺院関連 として、小野

遺跡、稲城遺跡、堀切瓦出土地からは奈良前期、天寺平廃寺からは奈良後期から平安前期

の瓦類が多数出土している。 とくに天寺平廃寺は 「出雲国風土記」の河内郷新造院との関

連で注目される。

中世においては、米原綱寛が居城 していた高瀬城跡や出城に相当する大井城跡、欠ノ元

城跡、大倉城跡、宇屋谷城跡、鷹の巣城跡なども重要な防御施設であつたと考えられる。

事

1幣
押

無∵

や
ゃ

40 長者原 (郡家)推定地

41 稲城遺跡

42 後谷遺跡

43 出西小丸古墳群

44 山の奥横穴墓群

45 斐伊川鉄橋遺跡

1 人斗蒔 I遺跡

2 大倉横穴墓群

3 大倉Ⅳ遺跡

4 鷹の巣城跡

5 宇屋谷城跡

6 高瀬城跡

7 城平山城跡

8 神庭岩船山古墳

9 御射山横穴墓群

10 神庭丘陵北遺跡

11 小丸子山古墳

12 田中古墳群

13 荒神谷遺跡

14 西谷遺跡       27 三井Ⅱ遺跡

15 西谷Ⅱ遺跡      28 杉沢Ⅲ遺跡

16 武部遺跡       29 杉沢 I遺跡

17 武部西遺跡      30 岩野原古墳群

18 武部西古墳       31 平野横穴墓群

19 西古墳群       32 平野 I遺跡

20 石橋古墳群      33 上ケ谷遺跡

21 結遺跡        34 三〆田遺跡

22 宮谷遺跡       35 城山古墳群

23 吉成古墳群      36 氷室Ⅳ遺跡

24 貴船古墳        37 小野遺跡

25 結城古墳       38 外ケ市古墳

26 堀切瓦出土地     39 長者原古墳

第 1図 八斗蒔 I遺跡と周辺の主な遺跡
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第 3章 調査の概要

第 1節 試掘 調査 の結 果

第 1ト レンチ

段丘上の田地に設けた トレンチである。比較的平坦地であるとい う当初の予想を越え

て、昭和30年代の耕地整理による改変が著 しいことが判明する。南西側は比較的遺構面

が保たれていたが、北側は大きく削平されていて護岸ブロックが検出された。この護岸ブ

ロックより北側は暗灰色の泥土が厚 く堆積 している。段丘の北側半分は、南半分を削つた

土砂で埋め立て造成 したものであり、遺跡の分布は確認できなかった。南西側の旧丘陵上

に、 2本の溝跡 と6基の上坑を検出している。また、南西隅に埋没谷が認められた。詳細

は、第 2節 本調査の結果で述べる。

第 2ト レンチ

幅 5m× 長 さ34m、 深 さ2.5mの 長方形の トレンチである。総 じて軟弱な地盤であり、

水が激 しく湧き出る。一箇所には、溜め枡として約 4mま で掘 り下げている。耕作上を剥

ぐと20cm前後の砂層 (1層)が堆積 しているが、これは昭和 9年の新川堤防決壊による洪水

堆積層 と推測される。 4層 (表 土から1,35m下)か ら5層 (同 1,7m下 )にかけて、腐敗 し

た木片が厚く堆積。 1層から3層にかけては近代以降の陶磁器砕片が少量出土したが、顕

著な遺物包含層を確認できなかつた。周辺一帯を指す 「深田」という地名のとお りに、低

湿地であつたものと思われる。

第 2図 試掘調査配置図

-3-
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第 2ト レンチ土説

1層 淡黄色砂質土 (25Y8/3)長 石 ゅ～mmmを 主体とする層。締まリーなし 粘性―なし
2層 青灰粘質土 (5BG5/1)長石 φ～ 8 mm微 量 炭化物 ゅ～12mm微量 木片―微量 締まリーやや軟 粘

性―あり
3層 黒色粘質土 (75Y2/2)木 片φ～20mm少 量 粘性―軟らかい 締まリーあり
4層 木片堆積黒色土 (5Y2/1)木 片が多量に堆積 し、黒色土と半々で混じる層。締まリー軟らかい 粘

性―あり
5層 木片堆積暗オツーブ灰色土 (2 5GY4/1)ほ ぼ木片の堆積で成る層 締まリー軟らかい 粘性―あり
6層 灰オリーブ色粘質土 (75Y6/2)木 片 ゅ～18mm微 量 白色粒子 ゅ～ 8 mnl微量 締まリー軟らかい粘

性―あり
7層 灰褐色粘質土 (7 5YR5/2)木片ゅ～ 8 mm微 量 黒色粘土BLゅ ～10mm微量 灰色粘土BL φ～20mm微量

締まリー軟らかい 粘性―あり

第3ト レンチ土説
1層 にぶい赤褐色土 (5YR4/4)赤錆のような染みが前面に付着する。締まリー硬い 粘性―なし
2層 浅黄色シル ト (25Y8/3)締 まリー硬い 粘性―なし 粒子―きめ細かい
3層 明青灰色シル ト (10GB7/1)締まリー軟らかい 粘性―なし 粒子―きめ紳かい
4層 淡黄粘質土 (5Y8/3)赤 錆のような染みが全面に行き渡る 締まリーなし 粘性―あり
5層 灰黄褐色粘質土 (10YR5/2)黒 色粒子φ～ 4 mm多 量 白色BLゅ ～15mm多量 締まリー硬い 粘性―あり
6層 黄橙色粘質土 (7 5YR7/8)締まリー硬い 粘性―あり
7層 オリーブ灰色粘質上 (10Y6/2)締まリー硬い 粘性―あり
8層 オリーブ黄色粘質土(5Y6/4)締 まリー硬い 粘性一あり
9層 緑灰色粘質土 (10G6/1)締 まリー碩い 粘性―あり
10層 黄灰色粘質土 (25Y3/1)結 まリー硬い 粘性―あり
11層 暗緑灰砂礫 (10GY4/1)礫 ゅ～28mm多 量 ゅ～ 7 mm多 量 締まリー硬い 粘性―なし
12層 オリーブ黒色粘質土 (75Y3/2)締 まリー硬い 粘性―あり
13層 灰オリーブ色粘質土 (75Y6/2)締 まリー硬い 粘性―あり
14層 灰色壮質土 (75Y5/1)礫 ゅ～15mm微 量 締まリー硬い 粘性―あり
15層 オリーブ灰色粘質土 (5Y3/1)締 まリー碩い 粘性―あり
16層 オリーブ灰色粘質土(2 5GY5/1)木片φ～40mm少 量 黒色粒子 ゅ～ 2 mm少 量 締まリー硬い 粘性

―あり
17層 黒色粘質土 (5Y2/1)木 片φ～40mm少 量 シジミ貝少量 締まリー硬い 粘性一あり

第 4図 第 3ト レンチ柱状図

第 3図 第 2ト レンチ柱状図

第 3ト レンチ

幅 2m× 長さ6m、 深さ4.7mの トレンチである。周辺一帯は非常に硬 く叩き締められ、

湧水はなかった。上層 2層 (0.25m～ )～ 3層 (～0.53m)が砂層であり、以下は粘土層が基本

となる。最下層である17層 (4,lm～ )よ り、多数のシジミ貝殻片が出上した (サ ンプル回収)。
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第 2節 本調査の結果

1 調査の概要

試掘調査により、第 1ト レンチでは二条の溝遺構 (SD01、 02)と 六基の土坑 (SK01～06)を

検出した。第 2・ 3ト レンチからは良好な遺跡は認められなかった。とくに第 1ト レンチ

で検出された二条の溝遺構はそれぞれ特徴的であったので、工業団地によつて削平をうけ

る範囲の本調査を実施 した。結果、丘陵上を中心に、調査面積は約1,800だ に広がること

となった。

2.遺構と出土遺物

SD01(第 5図 )

長さ120mに わたつて検出された溝遺構である。調査区南西隅からS字状に蛇行 して北

東隅の調査区外へ抜ける。調査 した地点は削平を受けているため平坦地となっているが、

本来は丘陵地形の斜面上に位置している。当遺構は、微地形を縁取つて埋没谷を迂回して

いた様子がうかがえる。南西側は、昭和40年代ごろに整備 された棚田によつてさらに削ら

れてお り、ようやく底部のみが確認できる状況であつたが、重機の爪痕によつて、さらに

南側に続くかどうかは不明である。

検出面の状態によつて上幅と深さには大きさにばらつきがみられるが、残 りのよい所で

は上幅165cm、 深さ73cmを計測する。ただし、これも本来の規模を示すものではない。溝の

底部はおおむね50cm幅 に収まるが、第 7セクション付近で80cnt前後に広がる個所がある。断

面は箱堀形を基本とし、砂地を開削した個所では角がとれて隅丸形を呈する。壁面と底面は

平滑に仕上げられている。第 2、 3、 5、 8セ クション付近では、溝底部に断続的に段がつ

き、第 6、 7、 8セ クション付近では、壁面の中程にも僅かに段がつくことを確認 した。

溝底部の標高は、南西隅付近が海抜 6m前後、埋没谷付近が海抜5,7m前後、北西隅付

近が海抜 6m前後、北東隅が海抜5,9m前後となる。埋没谷付近の底部が周辺よりも30cm

低くなることから、雨水や湧水が溜まる状態が続く。

切 り合い関係は、SK02と Pit群の一部に切 られている。埋没谷の堆積を基準 とすると、

SK03な どの上坑群よりも新 しい様相を呈する。SD02と の切 り合い関係は攪乱によつて確認

できない。

注意したにも関わらず出土遺物は皆無であった。ただし、この構より古い埋没谷には弥

生土器と須恵器砕片が認められるので、少なくとも古墳時代以降であることを指摘できる。

SD01 第 1セクション

SD01の 西端部分に位置 し、この位置から西側に向けて大きく湾曲する。周辺はかつて

存在 していた棚田によって、溝の大半は失われている。隅丸形を呈した溝底部のみが残存

し、上幅 -88cm、 底辺 -52cm、 深 さ-22cIIlを 計測する。底部の海抜は6.04m。 覆土は赤褐

色上の単層である。
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L=63m

―

第 1セ クション

にぶい赤褐色粘質土 (5YR5/4):浅 黄橙色粘質土 (10YR8/4)(7:3)灰 滑粒子φ～ 6

mln少 量 締リー極めて硬い 粘性―あり

0         ¬m

第 6図 SD01第 1セクション断面図 (1:40)

SD01 第 2セクション

溝は北東に向けて直線に延び、長軸はN-79° 一Eである。上幅-140cm、 底辺 -54cm、

深さ-60cmを計測し、両壁に僅かな段を持つ。底部の海抜は6.00m。 覆土は四層に分けら

れ、 1層はやや暗い褐色土。 2層は明褐色土。 3層は粒子の粗い褐色上で、丘陵側から流

入 した土砂 とみられる。この 3層下場をほばラインとして、両壁面の段を有する。 4層 は

灰色を帯びた褐色土で、第 1セ クションー 1層 に対応する層序である。

溝の底面には一段掘 り込まれたような段を持つ。このセクション面から北東にむけて、

底部には僅かな段差が続いていることが確認される。明確な切 り合いは認められず、むし

ろ段差ラインと最下層の堆積の斉一性が指摘できるのである。

L=67m

０１

層

ＳＤ

ｌ

SD01 第 2セ クション

1層 褐灰色粘質上 (7 5YR5/1)黒色粒子 φ～ 4 nm微 量

り≒極めて榎い 粘性一あり

2層  にぶい黄橙色上 (10YR7/4)灰滑粒子 ゅ～ 2 nlm微量

粒子φ～ 2 nlnl微 量 締 リー極めて硬い 粘性一あり

3層 にぶい橙色土 (7 5YR6/4)灰滑粒子ゅ～ 4 nlm中 量

硬い 粘性一あり 粒子一粗い

4層 灰褐色粘質土 (7 5YR5/2):橙 色粘質土 (7 5YR7/6)

量 締 リー硬い 粘性一あり

白色粒子 ゅ～ 3 mm極微量 結

黒色粒子 ゅ～ 2 mm微量 茶色

茶色粒子 ゅ～ 2 mm微 量 締 リー

(6:4)灰 滑粒子φ～ 4 mnl少

0        1m

第 7図 SD01第 2セクション断面図 (1:40)

SD01 第 3セ クション

溝は埋没谷地形を迂回するように湾由し、長軸はN-69° 一Wと なる。上幅-162cm、

底辺-46cm、 深さ-72cmを 計沢1し、北側壁面に僅かな段差を有する。底部の海抜は、5,92

mである。覆土は五層に分かれ、 1層は極めて薄い灰色粘質土層と茶褐色土層がレンズ状

に交互に折 り重なった水成堆積層である。 2層は茶褐色土で丘陵側からの流入である。 3

層は灰色粘質土である。 4層 は粒子が粗 く、地山ブロックの堆積が認められる。 5層 は

灰色を帯びた粘土層で、段差の位置と分層ラインはほば一致する。第 2セ クションと同様

に、この周辺の底部にも段差が断続的に認められる。また溝の底面は平滑ではなく、細か

な凹凸が確認できた。

L
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SD01第 3セ クション

1層 明褐灰色粘質土(7 5YR7/1):明 褐灰色土(7 5YR7/2)薄い堆積が、レンズ状に約
20層 程度認められる。 灰滑粒子ゅ～8mm少 量 黒色BL φ～14mm中量 φ～10mm中
量 結 リー硬い 粘性―あり

明褐色土(7 5YR5/6)灰 滑粒子φ～3mm少 量 黒色粒子φ～5m少量 締 リー硬い
粘′

1生一あり

灰褐色粘質土(7 5YR5/2)白 色粒子 ゅ～2mn少 量 黒色粒子 ゅ～7m m微 量 締
リー硬い 粘性一あり

橙色土(7 5YR6/6):淡 黄色土(25Y8/4地 山BL)(5:5)地 山BLゅ ～50mm× 1 ゅ
～20・nln多 量 白色粒子ゅ～7mm微 量 黒色粒子φ～6mm微 量 締 リー硬い 粘性―

5層 良豊色難魯

=桜

詩6の 蜘 比 ゅ初 m中 量 締 リー硬い 粘性一あ り

第 8図 SD01第 3セクション断面図 (1:40)

SD01 第 4セ クション

この位置では、溝は埋没谷の外側を平行するようにはしり、長軸はN
る。上幅-134cm、 底辺 -48cm、 深さ-70cmを計測し、断面は箱堀となる。

5,84m。

覆土は十層にわかれ、 1、 3、 5、 6、 8層の灰色粘土を主体とし、丘陵側から褐色土

(2、 4、 7、 9層 )が若干量流入する。 9層の粒子は粗い。10層 は灰色粘土層で、溝底

部を薄く穫 うように堆積 していて硬く締まっている。

この付近から湧水がはじまる。 1、 3、 5、 6層は比較的なだらかに堆積 しているが、

滞水期間の沈殿作用によるものか。

層

　

層

　

層

-60° ―Wと な

底部の海抜は、

0        1m

SD01第 4セクション

1層 にぶい黄橙色土 (10YR7/2)白 色粒子φ～ l mm少 量 黒色粒子ゅ～ 6 mm少 量 明褐色土
が縞状に入る 締 リー硬い 粘性一あり

2層  明黄褐色土 (10YR6/6)白 色粒子φ～ l mm微 量 黒色粒子φ～ l mm微 量 締リー硬い
粘性一あり

3層 褐灰色土 (7 5YR6/1)炭 化物φ～ 8 mm微量 白色粒子ゅ～ l mm微 量 黒色粒子φ～ 2
mm少量 締 リー硬い 粘性一あり

4層  明黄褐色土 (10YR6/6)白 色粒子ゅ～ l mm微 量 黒色粒子ゅ～ 2 mm微 量 締 リー頼い
粘性―あり

5層  にぶい黄橙色土 (10YR6/3)掲色土と灰色粘土の薄いレンズ状の堆積が、約10層 程度認
められる。 地山BLゅ ～10mm微量 自色粒子φ～ l mm微 量 黒色粒子φ～ 3 mm少 量 締
リー硬い 粘性―あり

6層 にぶい黄掲色土 (10YR5/3)白 色粒子φ～ 2 mm微 量 地山BLゅ ～10mm微 量 締 リーやや
軟らかい 粘性一あり 粒子一粗い

7層 黄橙色土 (10YR7/8)白 色粒子ゅ～ 4 nm微 量 黒色粒子ゅ～ 2 mm微 量 締 リー硬い 粘
イ
l■―あり

8層 褐灰色粘質土 (10YR5/1)茶 色粒子ゅ～ 4 mm微 量 黒色粒子ゅ～ 3 mm微 量 締リー硬い
粘性―あり

9層 にぶい黄橙色上 (10YR7/4)締 リーやや軟らかい 粘性―あり 粒子―粗い
10層  褐灰色粘質土 (10YR5/1)締 リー極めて硬い 粘性―あり

第 9図 SD01第 4セクション断面図 (1:40)

SD01 第 5セクション

この位置では北東に折れ由がって埋没谷の鞍部を横切る。よって溝は地山を開削して設

けたものではなく、壁面は谷を埋め尽 くした黒色土である。長軸はN-46° 一Eと なる。

上幅 -134clll、 底辺 -68cm、 深 さ-70cmを 計測 し、北側の底部に一段有する。底部の海抜

は、5.68mである。

/fr土 は九層にわかれ、 1層 は黒褐色上で埋没谷と似た色調を示す。 2層は丘陵側から流

れ込んだ明黄褐色土。 3、 4、 5層の境 目には、 3～ 7 mm幅の極薄い粘土層が挟まれてい

-8-
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るが、浮遊 した土砂の沈殿堆積によるものかもしれない。 5層は褐色土と黒褐色上が混 じ

りあつた層である。 6、 8層は褐色土で、やや灰色がかった 7層の褐色粘土層を間にはさ

む。とくに 8層の粒子は粗い。溝底部は一段掘 り下げられているが、窪地に堆積する 9層

は灰色の粘土層である。10層 は黒褐色の埋没谷の堆積層で、粉々となった土器や須恵器の

砕片が入る。

埋没谷覆流水の通 り道にあたり、この一帯の湧水は著しいものがある。また、溝底部の

標高が最も低いことから排水の便がわるく、常時、水が溜まった状態となる。堆積層も基

本的に沈殿堆積作用によつて、比較的平らな状態である。

0        1m

第10図

SD01第 5セ クション

1層 黒褐色土 (7 5YR3/1)白 色粒子φ～ 2 mnl極 微量 炭化物ゅ～ 2 mm極 微量 締 リー極め

て硬い 粘性一あり
2層 明黄褐色土 (10YR6/6)白 色粒子ゅ～ 8 mm微 量 締リー硬い 粘性―あり
3層  にぶい黄褐色土 (10YR5/4)白 色粒子 ゅ～ 4 mm微量 地山BLゅ ～1lmm微 量 締 リー榎

い 粘性一あり
4層 褐灰色粘質土 (10YR6/1)地山BLゅ ～10mm微量 締リー硬い 粘性―あり
5層 灰黄褐色土 (10YR6/2)地 山BLゅ ～13mm微 量 白色粒子 φ～ l mm極 微量 締 リー硬い

粘性一あり
6層 褐灰色粘質土 (10YR6/1)締 リー硬い 粘性一あり
7層  にぶい黄褐色土 (10YR5/3)灰滑粒子ゅ～ 8 nm極 微量 白色BLゅ ～1 3mln極微量 ゅ～

8 mm極 微量 締 リー硬い 粘性―あり

8層 明黄褐色土 (10YR7/6)炭化物φ～ 6 mm極 微量 白色粒子φ～ 4 mm微量 締 リー榎い

粘性―あり
9層 褐灰色粘質土 (10YR5/1):明 黄褐色土 (10YR7/6)(9:1)締 リー硬い 粘性―あり
10層  黒褐色土 (7 5YR3/1)埋没谷

SD01第 5セクション断面図 (1:40)

SD01第 6セ クション

1層 灰黄褐色土 (10YR5/2)レ ンズ状に薄く (～ 4 1PInl)堆 積して縞 目模様を呈する。白
色粒子φ～ 2 mm極 微量 締リー極めて硬い 粘性―あり

2層  にぶい黄色土 (25Y6/4)白 色粒子ゅ～ 5 mm極微量 灰色粒子φ～ 8 mm中 量 地山
BL φ～10nm中量 締 リー極めて硬い 粘性―あり

3層 灰褐色土 (7 5YR4/2)炭 化物φ～10mm極微量 地山BL φ～13mm少量 締 リー硬い

粘性一あり
4層 明黄褐色土 (10YR7/6)白 色粒子 φ～ 6 mm極微量 地山Bし ゅ～10mm多 量 灰滑BLゅ

～41mm少 量 φ～15mm少量 締リー硬い 粘性―あり
5層 褐灰色土 (10YR4/1)地 山BLゅ ～10mm少 量 灰滑BLゅ ～1lmm極 少量 締 リー硬い

粘'性一あり

6層  黒褐色土 (10YR3/1):に ぶい黄褐色土 (10YR5/3)(218)白 色粒子φ～ 2 mm微 量

締リー硬い 粘性一あり
7層  明褐色土 (7 5YR5/6)灰 滑BLゅ 30～50m中量 ゅ～30mm中 量 黒色BLゅ ～12mn少 量

地山BL φ～40■■少量 締 リー極めて硬い 粘性一あり

SD01第 6セクション断面図 (1:40)

SD01 第 6セクション

埋没谷の鞍部を横断した溝は、丘陵縁を沿 うように直行する。長軸はN-42° ―Wと な

る。

上幅 -130clll、 底辺 -50cm、 深 さ-68cmを 計測 し、東壁の中ほどに緩い段差をもつ。遺

構の断面形が、他の個所と異なつて隅丸形となっているが、これは一帯の地山が砂地であ

り角がとれてまるくなつたものと考えられる。底部の海抜は、5.68mである。

覆土は七層に分かれ、 1、 3、 5層 は灰色がかった雅土層で、あいだに褐色上である

2、 4層 を挟んでいる。堆積状況から、丘陵側から流入 した粘土層と褐色土が、交互に堆

積 している様子がうかがえる。 6層は黒褐色上である。 7層は地山ブロックを多量に含ん

でお り、短期間に堆積 したものと考えられる。

0        1m
|

生

第11図

-9-



T

SD01 第 7セ クション

この辺 りまで溝は直線的に掘 られている。長軸はN-45° ―Wと なる。上幅-124cm、

底辺 -52cm、 深さ-72cmを 計測 し、断面形は箱堀を呈する。底部の海抜は、6mである。

覆土は七層に分けられ、 1層は灰色がかった暗褐色土。 2、 4、 6層 は褐色土層。 3、

5層は灰色がかった粘土層である。第 6セ クションと同様に、褐色土層と粘土層が交互に

堆積する様相 となる。 7層 は褐色土を主体に暗褐色上が混ざつた状態である。

SD01第 7セ クション

1層 灰褐色土 (7 5YR5/2)灰滑BLゅ ～33mnl少 量 白色粒子ゅ～ 2 mm微 量 黒色粒子φ～ 2 mm

微量 締 リー硬い 粘性―ややあり
2層  にぶい黄橙色土 (10YR6/4)灰滑粒子φ～ 4 mm少 量 自色粒子ゅ～ 2 mm微 量 締リー硬い

粘性一あり
3層 褐灰色土 (10YR4/1):灰 黄褐色土 (10YR5/2)(5:5)灰滑粒子φ～ 4 mm少 量 締 リー

硬い 粘性―あり
4藩 にぶい黄橙色土 (10YR6/4)地 山BL φ～15mm多量 灰滑粒子 ゅ～ 8 mnl少量 炭化物φ～ 6

鑓
ξ,且

圭l朧怒拙8紹τ弼柵多劃 そ悪撃ど～曽精〒藝
り
締り類い糾―

7層 にぶい褐色土 (7 5YR5/4):灰褐色土 (7 5YR5/2)(8:2)灰 滑BLゅ ～15mm少量 締リー
極めて硬い 粘性一あり

第12図 SD01第 7セクション断面図 (1:40)

SD01 第 8セクション

溝は丘陵の地形に沿つて若干西側に孤をえがく。長軸はN-34° ―Wと なる。上幅―

144cm、 底辺 -76cm、 深 さ-66cmを 計測 し、断面は箱堀形を呈する。ほかの地点に比べて

底部幅が広くなり、壁面立ち上がりの勾配が大きくなる傾向がある。底部の海抜は、5,88

mである。

/1B土は人層に分かれ、やや暗い褐色土であると、 3、 5層 と、明るい褐色土である 2、

4、 6、 7層が、交互に折 り重なるように堆積する。 7層以外は、丘陵側からの流入 と考

えられる。 8層は地山ブロックを多量に含んでお り、黒色土が若干量混ざる。比較的短期

間に堆積 したものと考えられるが、この層は第 6セ クションの最下層と似ている。

第 8セ クション

褐灰色土 (7 5YR5/1)灰 滑粒子ゅ～ 9 Hlnl微 量 茶色粒子ゅ～ 2 nln極微量 締 リー極
めて硬い 粘性一あり

明黄褐色土 (10YR6/6)灰滑粒子ゅ～ 9 mm少 量 締リー硬い 粘性―あり
灰褐色土 (7 5YR5/2)灰 滑粒子 ゅ～ 6 mm少 量 地山BL φ～10mm少量 締 リー極めて
硬い 粘性―あり

明黄褐色土 (10YR7/6)灰滑ゅ～ 6 mm中 量 地山上ゅ～ 8 mm多量 締 リー極めて碩
い 粘性一あり

にぶい黄褐色土 (10YR5/3)地山土ゅ～6mm中 量 灰滑粒子ゅ～ 4 mm微量 締 リー硬
い 粘性―あり

にぶい黄橙色土 (10YR6/4):に ぶい黄褐色土 (10YR5/3)(713)灰滑BL φ～14Hlnl

×l φ～4mm微 量 地山BLゅ ～20mm多 量
明黄褐色土 (10YR6/6)炭化物 φ～ 2 mm微 量 白色粒子 φ～ l mm微 量 締 リー硬い

粘′
1生―あり

にぶい黄橙色土 (10YR6/4)地 山Bし ゅ～38mm中 量 ゅ～20mm中 量 φ～10mm多 量
黒色土を若干含む 灰滑粒子ゅ～ 6 mm中 量 締リー硬い 粘性一あり

第13図 SD01第 8セクション断面図 (1:40)

SD01

1層

2層
3層

4層

5層

6層

7層

8層

-10-
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SD01 第 9セクション

溝は二陵縁辺にしたがって東側に折れ曲がり、調査区外に廷びる。長軸はN-6ず 一E

となる。上幅
‐

98cIIl、 底辺 -58clll、 深さ―.58cmを計測し、断面は箱堀形を呈する。第 8セ

クションと同様に、壁面の立ち上がりは勾配が大きい。周辺は棚H造成によつて‐段削ら

れているので、見かけの掘りかたは1浅くなる。底部の海抜は、5t88mで
―
ある。

覆土は六層に分けら―れ、1層は暗褐色土である。2～ 5層は明るい褐色上を主体とし

た、丘陵側からの堆積層である.。 6層は地山ブロックを多量に含んでいる.。

615m   SD01
1層

2層

3層

4層

0層

6層

籍長七生箋二欝簡/っ 繭 ,コ2炒量 舶 土,～ 6m塘 白観 子け 2紬量
締リー硬い .粘性―あり
にぶい褐亀土 (7.5YR6/の 白色権予,～ Otum少量 療化物φ～3血少量 rta.山 土,～ 3枷砂
量 維リーコ勲ヽ粘性―あり
にぶい橙色± 0おYR7/4D 灰滑BL φ～15耐極微量 ゅ～41nII少量 黒色粒子φ～5Ⅲ少量
締―,一頼い お性rあ り
灰褐色土 t71.5YR5/2J:黄 橙色土 17.`YR7/8):灰 白色上 (イ.5YR3/2J(5,3:2〉 締リー硬
ヤ` 1粘性一あり
にぶい種色± 0.547/0 白色粒子ゆ～0血少量 1地山BL,～ 42om南側に少量 締

'=硬
い

粘4生一あ,
灰黄褐色上 ぐlclYR4/2):浅黄繕色土 (7.5YR3/3)(5:5)地山BL,-220nmx■  o～ 50Ⅲ

中量| ゅ～19mm中量 灰滑BLゅ ～13m少量―
締

'一

凍い 粘性T務

'

第14図 SD01第 9セクション断面図 (11401
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SD02(第 15図 )

調査区南端から、部分的に検出された溝状遺構である。遺構の続きは町道の下に広がるこ

とが予想される。確認できた範囲だけで、上幅―最大 7m以上、底辺-3mを 計測し、かな

りな規模である。遺構は丘陵を横切るように開削される構造から、上場より底部のほうが長

くなるが、底部で約40mを計測する。長軸は、N-63° ―Eである。遺構底部の標高は、西

端で海抜 4m50clll、 東端で海抜 6m19cmと なり、東西40mの あいだにl m70cmの 比高差があ

る。当遺構は、西側が開放されている構造から、“切通し"の表現が相応するように思われ

る。第16、 17図 は、SD02か ら周辺地形を通して図化したもので、丘陵を大きく開削した様子

がうかがえる。第 2セ クション面では側溝状のプランが確認され、東側には 2条の小溝を

伴っている。南側の小溝は、第 2セ クション図中にみえる側溝プランと繋がる可能性をも

ち、底幅30cmで断続的に約 9mにわたつて検出された。この小溝の長軸は、N-60° ―Eで、

SD02本体の長軸とも合致する。北側に隣接するように検出された小溝は、底幅30cmで 7m50

cmの長さにわたつて検出され、長軸は、N-51° 一Eで あった。この2本の構の新旧関係は、

第 2セ クションの裏側の堆積と平面プランのあり方を検討 した結果、南側の小溝の方が新し

いことが確認された。

SD02は数箇所にわたつて攪乱を受けており、北壁その攪乱の底面が残る。堆積状況は、こ

うした攪乱をさけて確認 した。また、調査において思いのほかに遺構が掘 り下がり、町道の

ある法面が崩落する危険等が想定されたので、 2本のベル トは町道の補強用として残すこと

とした。

出土遺物は、遺構底面から近代の陶磁器片 (第20図 2)が出上しているので、この遺構

の廃絶は近代以降と考える。遺構の中位からも近代以降の遺物が出上しているが、なかで

も “昭和23年の一円硬貨 (第 20図 13)"は、昭和40年代より耕地整理が行われたとい う聞き

第16図 SD02第 1セクション断面図 (1:100)

第17図 SD02第 2セクション断面図 (1:100)

ヒ
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取 り内容 と照合する上で参考となった。遺構を攪乱しているのは、昭和40年代の耕地整理

以降の掘削に伴 うものであろう。埋め立て土から須恵器砕片なども出土しているが、これ

らは丘陵上に存在 した遺跡から混入 した可能性がある。

SD02 第 1セクション

今回の調査で、最も残 りの状態がよい位置に設定した土層断面図である。このベル トの

東側は、重機による攪乱を受けている。溝の北側壁面は認められたが、反対面は調査区外

(現在は町道)と なる。確認できる範囲で、上幅-720cm、 底辺-300cm、 深さ-166cIIlを 計

測するので、本来の規模はこれよりもさらに大きい。

覆土は人層に分かれ、 1層は灰色粘土や地山BLが多量に混 じりあつた褐色土である。

2層は橙色を帯びた明褐色土。この 1、 2層は昭和40年代前後に行われた耕地整理の盛土

層と考える。町道を越えた南側に残存する護岸ブロックも、この耕地面に沿つて築いたも

のであることが確認できる。 3層は、灰色がかった暗褐色粘土層である。ほぼ水平に全面

を覆 う状態で検出されたことと、聞き取りから昭和40年代以前に田地として使われた可能

性がある。 4、 5層 も、地山を削平して生じた粒子の粗い土壌を多量に含み、一気に埋め

立てた土層 と考える。 6層は灰色がかった暗褐色土層である。 7層は黒褐色土層である。

セクション面にみられる段差の延長線 と7層の上場ラインが一致するので、この下場面で

開日していた時期があつたことが考えられる。 9層は地山の砂地上壌である。 8層は、こ

の地山の砂地と黒色土が混じりあつた層で、硬く締まっていた。
Aタ

 ヽ                                                                    L=68m

0               2m

SD02第 1セクション

1層 明黄褐色土 (10YR6/6):褐 灰色上 (10YR5/1):淡 黄色土 (5Y8/3)(811:1)白 色BL φ～12mm少量 炭化物ゅ～21nn少 量 締リー
硬い 粘性―あり

2層 にぶい褐色土 (7 5YR5/3):褐 灰色土 (10YR5/1)(9:1)長石ゅ～ 3 mm微 量 黄褐色BL φ～12mm微量 白色粒子ゅ～ 8 mm少 量 締

リー硬い 粘性一あり
3層 褐灰色粘質土 (10YR5/1)長石ゅ～13mm中量 灰滑BLゅ ～13mm微量 締リー硬い 粘性一あり
4層  にぶい黄色土 (25Y6/4)灰 滑BL φ～88mm少 量 長石ゅ～12mm微量 炭化物φ～4mm微 量 締リー軟らかい 粘性一あり
5層 にぶい褐色土 (7 5YR5/3):淡 黄色土 (5Y8/3)(7:3)白 色粒子ゅ～ 8 mn中 量 締リー軟らかい 粘性一あり
6層 褐灰色粘質土 (10YR6/1):に ぶい黄橙色土 (10YR7/2):褐 灰色土 (10YR5/1)(8:1:1)灰滑BLゅ ～2611m少 量 炭化物 ゅ～15mm

少量 白色粒子φ～ 8 nlnl少 量 締リー非常に軟らかい 粘性一あり

7層 褐灰色粘質土 (7 5YR4/1)白 色粒子 ゅ～ 8 mm少 量 灰治BL φ～14mH少量 炭化物φ～10mm微量 長石 ゅ～ 6 mm少 量 締 リー軟らか

い 粘性一あり

8層 褐灰色土 (7 5YR5/1)長 石ゅ～10mm多量 締リー硬い 粘性一あり

9層 灰白色砂質土 (N7/)地山

第18図 SD02第 1セクション断面図 (1:50)

サブ トレンチ
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SD02 第2セ クション

第 1セ クシヨンから、約16mほ ど丘陵の奥に入つた位置の土層断面図である。ベル ト周

辺は攪乱を受けているものの、この位置での残存状態はよい。第 1セ クション同様に、溝

の北側壁面は認められるが、南側は調査区外 (町道の下)である。確認できる範囲で、上

幅 -400cm、 底辺 -220cm、 深 さ-96cmを 計測するが、いずれも本来の大きさは不明であ

る。遺構底部の北側には側溝 らしきプランがうかがえ、上幅50cm、 底辺24cm、 深さ18cmを

計測する。

覆土は五層に分かれ、 1層 は粒子の粗い褐色上であり、第 1セ クションの 1層 と対応す

る。 2層は灰色がかった暗褐色土層で、第 1セ クションの 6層に対応する。この層は、第

1セ クションでは均整のとれた堆積状況を示すが、ここでは堆積面に凹凸が生じている。

南側の土層断面では、途中で段差が生じるものの、ほば連続することが確認される。 3層

は暗褐色土層である。 4層 は灰色粘土層、 5層 は黒褐色土層である。 4、 5層 は、それぞ

れ第 1セ クションの 7、 8層に対応すると考えられる。 5層は、黒褐色土と砂地が混 じり

あった層であつた。周辺の地山は砂地盤 と粘土岩盤から成 り、側溝が確認できたのは粘土

岩盤においてのみであつた。ここから西側にかけて側溝の痕跡は認められなかつたが、こ

れは砂地盤に変化 したことにより、残 らなかったことも考えられる。

B´

L=68m

0                 2m

SD02第 2セ クション

1層  にぶい褐色土 (7 5YR5/3)灰 滑BLゅ 60～90mm少 量 ゅ～30mn少 量 鉄分を多く含む 締リーやや硬い 粘性一あり

2層 灰黄色粘質土 (25Y6/2)白 色粒子ゅ～ 4 mp微 量 長石φ～ 6 mm微 量 締リーやや硬い 粘性―あり

3層 灰褐色土 (5YR5/2)白色粒子ゅ～ 5 mll少 量 赤橙色粒子φ～ 4 mm微 量 締 リー榎い 粘性一あり

4層 褐灰色粘質土 (10YR5/1)長石ゅ～ 4 mm少 量 締 リーやや軟らかい 粘性一あり

5層 黒色土 (10YR1 7/19 灰滑BLゅ ～48mm× 1 長石ゅ～ 3 mln少 量 締 リー軟らかい 粘性―あり

第19図 SD02第 2セクション断面図 (1:50)

SD02出 土遺物

陶磁器や瓦の砕片などを中心に若干量が出土している。 1は弥生時代の甕である。日縁

部がくの字状に屈曲し、端部の拡張は短小で外面に 2条の凹線が施される。細片のため内

外面の調整は判明しがたい。弥生中期末から後期初め頃にあたると思われる。 2～ 6は古

墳時代後期以降の須恵器である。 2はイの口縁部で外面はろくろ痕が明瞭である。 3は蓋

イのイ身で立ち上がり都は欠損 している。 4は郵の底部で外面に回転糸切 り痕が認められ

L
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る。 5。 6は甕の胴部である。遺構下位の暗褐色土 (lsec 6～ 7層 )か ら出土した 7は、

半球形の染付磁器碗である。高台の断面は三角形 となり、畳み付け部分は無釉。外面腰部

と見込みには、呉須による絵付けが施されている。推定される産地は肥前系。焼き糸溢ぎが

行われている。遺構の底面から出土した 8は、朝顔形の磁器鉢である。釉薬は科学コバル

トで、内面には型紙摺 りによる花散らし文様 と、外面に菊花文様が描かれる。推定される

年代観は近代である。遺構中位の明褐色土 (lsec 4～ 5層)から出上した 9は、陶器皿

底部で、碁笥底のくり抜き高台である。胎土は褐色を呈し、灰釉が施釉される。推定され

る産地は肥前系唐津。遺構中位の明褐色土 (lsec-4～ 5層 )から出土した10は、陶器の

土瓶蓋の丸摘みである。裏面には回転糸切 り痕が残る。胎土は特徴的な赤褐色を呈し、来

待釉が施釉される。指定される産地は大津窯で、幕末から明治頃にかけて生産されたもの

と思われる。Hは、陶器播鉢の破片である。胎土は灰色を呈し、来待釉が施釉される。推

定される産地は石見焼。遺構上位の褐色土 (lsec l層 )や、耕作地土中より出上した12

は、内面が施釉された土器製の捏ね鉢である。砕片は一個体に帰属すると思われるが接合

はできなかった。参考として復元図を作成 している。胎土は橙色を呈し、内面には白泥釉

が施釉される。在地窯による生産を推定する。見込み付近の内面は磨耗 してお り、実際に

使用されたことがうかがえる。遺構中位の灰色粘土 (lsec 3層 )から出上した13は、昭

和23年の一円硬貨である。表面全体は酸化 している。

胃
H

覇(配 昼
電 肺‖

11

＼旦
義

O                      cm

第20図 SD02出土遺物実測図 (1:3)
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SK01

SD01に隣接して検出された円形土

坑である。上幅は、■8 X l16clllを 計

測し、深さは53cmで ある。底部はや

や楕円形 (95× 69clll)と なる。覆土

は二層に分かれ、■層は灰褐色粘質

土を主体とした非常に繊密な土壌で

ある。 2層 日は周辺の1地山を攪拌 し

たような色調を呈する。出土遺物な

し。

SK02

調査区の北西隅から検出された土

坑である。北側半分を棚田
|の

護岸工

事によつて失われており本来のプラ

ンは不明である。現状では円錐を半

分切つたような形状となる。南西端

はSD01を削平しているので、相対的

に新しいこ―とがわかる.。 堆績は三層

に分けられ、1層は周辺の地山とよ

く似た明褐色土である。2層は黒色

を帯びた暗褐色土。3層は地山を浸

食したような色調であつた。出土遺

物な晩

SK01セタション
と層 灰褐色粘質土 15Y5/労 灰滑疵o-46n4少量 ,～型函少鼻 炭イヒ

物φ～中�少量 白色BLφ ～12�少量 綿リー模ぃ 粘性―あり
2層 灰褐色粘質1土 (|.5YR6/2D i明 褐色粘質i17.こYR7/め (ヤ :め 灰

1滑比ゅ～鶴面少量 炭Iヒ物o～ a ntl繊景―担山BLφ -2む Idl l少量 締
,一梗ヤヽ 1粘44 あり

第2.1図 SK01実測図 (1=40)

L=67n

0        1m

SK02tク ンロツ
1層

― にぶい黄橙色土 (10YR7つ :灰黄色上 9,576/2)(7:3)灰 滑粒

2唐 電決通整甲狩話ガ評監 籍 鷲 潤 瑞 と寝訳・ 驚毬.
あり

3層
瞑増追還輩∵1壌紹 絢 子1解馬

φ～8m少量

G

第22図 SK02:煮測図 (1:40)



SK03

上面プランは楕 円形を呈す る土坑

で、上幅で60× 72cmを計測 し、深 さは

29cIIlで ある。長軸は、N-25° 一 W。

底部は不定形をなしていた。覆土は二

層に分かれ、 1層はやや紫がかった緻

密な灰褐色粘質土である。 2層 は灰 白

色の粘土層。この 1層 は、やや特徴的

な覆上であるが、埋没谷を観察すると

同じ埋土が堆積 しているのが確認でき

る。埋没谷にはSD01の 覆土も堆積 して

いるので、両者を比較すると、SD01よ

り相対的に古いことが推定できる。出

土遺物なし。

SK04

精 円形プ ラン (76× 57cm)の 上坑

で、深 さは17cmで ある。長軸は、ほば

東西方向 となる。底部東隅には、円

形の窪み (25× 27cm、 深 さ 7 cIIl)が あ

る。堆積する覆土は単層で、周辺の土

坑群より濃い灰褐色粘土層で、非常に

緻密である。他の上坑が地山に立地 し

ているのに対 して、この遺構は埋没谷

の縁辺上に立地 していることが影響 し

ていると考える。出土遺物なし。

SK05

精円形プラン (95× 79cm)の 上坑で、

深さは44cIIlで ある。長軸は、N-70° 一

W。 壁面 と底面は平滑に仕上げ られ

ている。覆土は二層に分けられ、 1層

は、緻密な灰褐色の粘土層である。全

面に鉄分を帯びた染みが認められるも

のの、SK02や SK03の 1層 と同様 の土

壌である。 2層 は 1層 に比べて、色濃

い灰褐色粘質土であった。出土遺物な

し。

L=6 3m

0         1m

SK03セ クション

1層 灰褐色粘質上 (5YR6/2)地 山BL φ～41mm× l φ～21mm中 量 φ～

8 mm少 量 炭化物φ～10mnl少 量 白色粒子 ゅ～3mm少 量 締 リー硬い

粘1生―あり
2層 灰白色粘質土 (25Y8/2):橙色土 (5YR7/8)(9:1)白 色粒子 φ

～ 2 mm少 量 炭化物ゅ～ 2 mm微 量 締リー硬い 粘性一あり

第23図 SK03実測図 (1:40)

0         1m
|

SK04セ クション

1層 灰褐色土 (5YR4/2):灰 褐色土 (5YR5/2)(119)白 色粒子 ゅ～ 2

mm微量 茶褐色粒子 φ～ 6 mm少 量 縮 リー硬い 粘性一あ り

第24図 SK04実測図 (1:40)

単

0-― lm
S(05セ クション

1層 灰褐色粘質土 (7 5YR6/2)灰滑BL φ～56mm中 量 ゅ～18nm中量 炭

化物ゅ～ 8 mm微 量 締リー硬い 粘性一あり
2層 灰褐色粘質土 (5YR5/2)白色粒子 ゅ～ 6 mm少 量 灰滑BL φ～12mm少

量 炭化物φ～ 8 mm微 量 締リー硬い 粘性一あり

第25図 SK05実測図 (1:40)



「

試掘第 2ト レンチ出土遺物

卜1は高台が付 く須恵器のイで、内外面

は回転ナデが認められる。レンチ上位の砂層

(2Tr l)か ら出上した 2は、端反形の染付

磁器碗である。呉須の発色はわるく、くすん

だ藍色である。体部外面の染付文様は不明。

口唇部に二重圏線 と、見込みに圏線が描かれ

ている。器壁はやや厚ばったく、日縁の反 り

具合も僅かである。端反碗のなかでも、低器

高・小日径化 した時代に属する。生産地とし

ては、塩谷窯 (明治 4～ 17年操業)の製品と

推定する。 トレンチ上位の砂層 (2Tr l)か

ら出土した 3は、陶胎染付の砕片である。胎

土は灰色を呈し、外面に呉須による染付が施

される。生産地としては、18世紀前半代の肥

前系平戸や波佐見の製品と推定する。暗灰色

粘土層 (2T「 2)よ り出土した 4は、陶器製

の瓶・密類や火入れの可能性が推定される。

胎土は茶褐色を呈し、外面のみに灰釉が施釉

される。高台は蛇ノロ高台である。推定され

る産地は、肥前系唐津である。
0                       1 0cm

第28図 第 2ト レンチ出土遺物実測図 (1:3)
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本調査の包含層遺物

これらは、遺構に伴わない遺物である。主に耕作土中より出土している。 1～ 3は弥生

時代の広口壷、長頸壷、甕である。 1は大きく外傾する日縁部で、端部は短小で 2条の凹

線が施される。内面には 3～ 4条の沈線が入 り、頸部近くにハケメ調整が認められる。 2

は単純口縁で端部はさらに外傾 して丸くおさまる。 3は複合口縁で、日縁がやや外傾 し擬

凹線が施 され、端部は丸くおさまるものである。弥生中期末から後期のものと思われる。

4～ 8は奈良時代以降の須恵器である。 4は邦の日縁部で端部は薄くつくられる。 5は不

の底部で回転糸切 り痕がかすかに認められる。 6は高台がつく壷かイ底部で底都中央部の

器厚が1.05clllと 厚くつくられる。 7・ 8は姿の胴部の一部である。耕作土より出土した 9

は、陶器碗の砕片である。胎土は灰色を呈し、緑釉が施釉される。布志名系統の窯で作ら

れ “ボテボテ碗 (出雲丸碗)"と 推定する。耕作土より出上した10は、陶器製の上鍋の砕

片である。胎土は赤褐色を呈し、内面には来待釉が施釉される。推定される産地は大津窯

である。11～ 13は播鉢の破片である。11には来待釉が施釉されるが、12と 13は無施釉の土



甲

器である。胎土は、三点ともに橙褐色を呈する。近在の窯で生産されたものと推定する。

14～ 21は、瓦の破片である。14は無施釉、15～ 17は燻 し瓦、18～ 21は赤瓦である。14は

薄褐色を呈する平瓦で、還元は不十分である。表面はナデ調整が認められる。時期 として

は、近世以前に遡る可能性が考えられる。15と 17は 両面燻 しで、17は表面のみの燻 しであ

る。15は桟瓦、16と 17は不明。胎土は、15と 16は砂粒を含んだ灰色を呈し、17は砂粒を含

んだ灰褐色を呈して、雲母を微量含む。18～ 21は、表面に来待釉が施釉される赤瓦である。

18は施釉されない露胎部分が広く、橙褐色を呈する胎土はほかの二点よりもやや耐火度が

低い。19～21は硬 く焼き締まってお り、褐色を呈する胎土には長石などが多く含まれる。

19～ 21は桟瓦であるが、17は桟瓦か平瓦かは不明である。聞き取 り調査では、主に、大津、

秋鹿、三代の瓦製品が使われていたようである。また明治から大正時代にかけては、町内

の神庭焼においても瓦が生産されていたという。
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第26図 本調査の包含層遺物実測図 1(1:3)
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第27図 本調査の包含層遺物実測図2(1:3)
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No 遺  橋 種  別 器 種
法量cm(復 元 )

調   整 色  調 胎  土 焼  成 備   考
口 径 底  径 器  厚

2ト レンチ 須恵器 邸 内外面 回転ナデ 灰 色 密 良好 高台あ り

No 出土位置 材 質
口径 器 高・

厚 さcm

底径cn

(復 元 )

器形・形状 成  形 胎 土 釉   薬 文   様 装 飾 生産地 備   考

2
砂層

(2 Tr-1層 )

磁 器 104)卿 / / 端反形碗 朝 幡 白色 呉須・透明釉

外 面 :不 明
内口縁 :二重圏線
見 込 :圏線

染 付 塩谷焼 1870～80年代

3
砂層

(2Tr l層 )

陶月台染付 / / /
(丸 形 )

碗
椛憾 灰 色 呉須 透明釉 外 面 不 明 染付 肥前系平戸 波佐見 18世紀前半頃

4
暗灰 色粘 土層

(2Tr 2層 )

陶器 / 5 83cm 瓶・養類 乾輯 茶褐色 灰釉 / / 肥前系唐津 苛台内 :兎 巾

本調査SD02出 土遺物

試掘第 2ト レンチ出土遺物 表 1 遺物観察表

hlo 遺  構 種 月可 器 種
法量cI(復元 )

調   整 色  調 胎  土 焼  成 備  考
日 径 底  径 器  厚

弥生土器 甕 内外面 ナデ 褐 色 砂粒少量 良好

2 須恵器 然 (152) 内外 面 回転ナデ 暗灰色 やや密 良好

3 須恵器 14N 内外面 回転ナデ 灰 色 砂粒少量 良好

4 SD02 須恵器 郭 (88) 内外面 回転ナデ 灰 色 砂粒微量 良郷 底部外 面 回転糸切 り痕

6 須恵器 篭 内外 面  タタキ 灰 色 砂li微量 良好

6 須恵器 弩 内外面  タタキ
面

面

内

外
灰色

薄紫色
密 やや不良

hlo 出上位 置 材質
径

厚さcal (復 元 ) 形 状
成  形 胎 土 和  薬 文様 装飾 生産地 備   考

9
暗褐色土

(l sec-6～ 7層 )

磁 器 / / (34)cm
球

碗

半

形
朝 櫨 白色 呉須・透明釉

明

明

不

不

面

込

外

見
染 付 月巴前系

旋 き継 ぎ 18世 紀

末～19世紀始め

遺構底面 磁 器 / /
顔

鉢

朝

形 乾櫨 白色
科学ヨバル ト

透明釉

面

面

外

内
菊花

花散 らし
染付・型紙摺 り絵 不 明 近代

明褐色土

(lsec 4～ 5層 )

陶 器 / / (4 4)cm 皿 椛櫨 褐色 灰釉 / 肥前系唐津 高台内 :縮緬

12
明褐色土

(l sec-4～ 5層 )

陶 器 / / / 土瓶蓋
械櫨・ 貼 り付 け

回転糸切 り痕
赤褐色 来待釉 / / 大津焼 /

SD02土 中 陶器 / / / 橋鉢 椛鑢 灰 色 来待釉 / / 石見焼 /

耕作土褐色土

(lsec l層 )

土 器 / (149)cm 捏鉢 軽輯 橙 色 白泥釉 / / 在地系 Я元図は推定

灰色粘土

(lsec 3層 )

硬 貨 98cin / 0 15cm 一 円貨 8不口23年

本調査出土遺物

遺  構 種 男1 器 種
法量 cm(復 元 )

調   整 色  調 胎  土 焼 成 備   考
日径 底 径 器 厚

1ト レンチ 弥生土器 一霊 内面  ハケメ 褐色 砂粒多量 良好

2 1ト レンチ 弥生土器 一霊 (12) 内 面 ナ デ 褐 色 砂粒多量 良好

3 1ト レンチ 弥生土器 甕 外 面 ナデ 暗褐色 砂粒少量 良好

4 1ト レンチ 須恵器 不 4) 内外面 回転ナデ 灰 色
~hN

良好

5 1ト レンチ 須恵器 邸 (80) 内外 面 回転ナデ 灰 色 砂粒少量 良好 底部外面 回転糸切 り痕

6 1ト レンチ 須恵器 不 128 1 05 内外 面 回転ナデ 灰 色 砂粒少量 艮好 高台あ り

1ト レンチ 須恵器 甕 内外面  タタキ 灰 色 砂粒少量 良好

8 1 トレンチ 須恵器 菱 内外面  タタキ 灰 色 砂粒少見 艮好

hlo 出上位置 材 質
日径 器高・

厚 さcm

底径cm

(復 元 )

器形 形状 成  形 月台土 紬   薬 文   様 装 飾 生産地 備   考

7
耕作土

(1区-1層
)

陶 器 / / /
(半球形 )

続
椛輌 灰 色 緑 釉 / / 市志名焼 ボテボテ碗

8
耕作土

(1区 1層 )

陶器 (204)cn / / 土鍋 乾輯 赤褐色 来待釉 / / 大津焼 /

9
耕作土

(1区 1層 )

陶 器 / / / 層鉢 lPA輯 橙褐色 来待紬 / / 在地系 /

耕作土

(1区 1層 )

土器 / / / 層 鉢 軌鑢 橙褐色 / / / 在地系 /

耕作土

(1区 1層 )

土器 / / / 播 鉢 乾 輔 橙褐色 / / / 在地系 /

赤褐色土

(1区-2層
)

瓦 /
8-
9cm

/ 平 瓦 型 打 薄褐色 / / / / /

排作土

(1区 1層 )

瓦 /
”

Ｃｍ
/ 桟 瓦 型打  コビキ B 灰 色 / / 両面燻 し 生地系 /

耕作土

(1区 1層 )

瓦 /
6-
7cm

/ 不 粥 型打  コビキ B 灰 色 / / 両面煉 し 在地系 /

耕作土

(1区 1層 )

瓦 /
”

Ｃｍ
/ 不 明 型 打

灰褐色雲母

(極微量 )

/ / 片面燻 し 在地系 /

誹作土

(1区 1層 )

瓦 / 1 8cm / 不 明 型打 橙褐色 来待釉 / / 在地系 /

排作土

(1区 1層 )

瓦 /
”

Ｃｍ
/ 桟 瓦 型打  コビキ B 灰褐色 莱待釉 / / / /

非作土 (

1区 1層 )

瓦 / 1 6cm / 桟 瓦 型打 薄褐色 来待釉 / /

排作土

(1区 1層 )

瓦 / 1 4cm / 桟 瓦 型 打 褐 色 来待釉 / / / 二次焼成
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「

第 4章 まとめ

今回の調査では、溝遺構 1基 (SD01)と 道状遺構 1基 (SD02)を検出できたことが成果

としてあげられる。残れなことに、両遺構 とも部分的な調査にとどまり、遺構の属性を明

らかイこしたとは言いがたい。

当概地は、調査以前から「筑紫街道 (後述)」 の比定地 とみなされていたが、該当遺構

の可能性の高いSD02が 検出された。近辺では、平成11年以来の発掘調査によつて 「筑紫街

道」に想定される道状遺構も徐々にその姿を現 しはじめている。今回の調査成果を加え、

「筑紫街道」の復元作業を試みた。尚、より巨視的な 「筑紫街道」の検討は、『杉沢Ⅲ・堀

切 I・ 三井Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 (註 1)に、三氏による論考 (註 2)がまとめられて

いるので、そちらを参考にしていただきたい。

SD01に ●いて

SD01に関する調査所見を整理 してみたのが下記である。

① 長さ120mにわたつて検出された溝遺構で、 S字状に蛇行 している。

② 丘陵地形の斜面上に立地し、埋没谷を迂回しながら微地形を縁取つていた。

③ 最大、上幅165cm、 深さ73cmを 計測するが、本来の規模は不明。溝の底部はおおむね

50cm幅であるが、一部80cm前後に広がる。

④ 断面は箱堀形を基本とし、遺構の北側にみられる段差は掘 りかえしを示すものかもし

れない。

⑤ 溝底部には断続的に段がつき、段差内は硬化 した粘土が充填する。

⑥ 溝底部の標高は、埋没谷付近の底部が周辺よりも30cIIl低 くなり、雨水や湧水が溜まる

状態が続 く。この付近の堆積状況も水成堆積の様相を示す。

⑦ 灰絶後は丘陵側からの土砂の流入によつて自然堆積に近いかたちで埋没 しているが、

北側の底部にはブロックを多量に含む堆積がみられる。

③ 出土遺物はないが、埋没谷 との切 り合いにより古墳時代以降の開削であることが指摘

できる。

SD01に 関しては遺構の性格を判断する要素が乏 しく用途が不明確である。以前、江戸

遺跡で検出された大型溝遺構の用途分類を行つたが (註 14)、 その分類を参考にすると区

画溝が候補の一つに挙げられる。昭和62年度の調査では、丘陵上に複数の大型建物群が検

出されているので、これらに関係する区画も考えられる。他の可能性 としては、用水路と

道路跡の可能性も考えられる。仮に用水路とした場合、開削されたものの実際には水が流

れなかった 「女堀」 (註 15)と いわれる溝渠址となつたであろう。⑤で示 した底部の掘 り

込みに粘上が充填する点に注目すると、後述する三井Ⅱ00-4区第 9ト レンチで検出され

た小溝群の構造に類似性が求められるので、道路跡 としての可能性が指摘できる。村絵図

に描かれる「観音寺山」を迂回する小道に相当するものかもしれない (第 29図 )。 ただし、

⑥で示 したように、埋没谷付近に水が溜まる状態が続 くので道 としての機能が維持できた

L
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のかには疑問が残る。ちなみに、村絵図の検討からは、当該地に寺院に比せ られる宗教施

設の存在をうかがわせるが、今回の調査では明確に宗教関連施設を示す事物は認められな

かった。

以上、SD01に関しては、現時点で推定されるいくつかの候補を挙げることにとどめてお

きたい。

SD02について

SD02に 関する調査所見を整理 してみたのが下記である。

① 上幅-7m以 上、底辺-3m以 上を確認 した道状遺構である。遺構は丘陵を横切るよ

うに開削され約40m長が検出された。長軸は、N-60° ―Eである。

② 現在の町道と重複 している(遺構の南側半分は未調査)。

③ 低丘陵を越える “切通し"の構造。

④ 断片的に側溝 らしきプランを 2本伴っている。

⑤ 出土遺物から遺構の廃絶時期は近代以降が想定される。

SD02は現在の町道と重複 してお り、南側部分の調査はできなかった。部分的な調査では

あつたが、確認できる範囲でも大規模な開削事業であることが判明した。第 16、 17図 で示

したように丘陵を開削した切通 し状構造となるが、規模の大きさから個人的な所産でない

ことは明らかである。側溝 らしき構造を伴っている点、後述する絵図比定作業、道路遺構

としての連続性、「五輪 (塔)さ んや石橋地蔵の脇を、筑紫街道が通つていた」とい う伝

承、伊治見一里塚付近の近世山陰道の構造との比較、こうした見地から同遺構は切通 し構

造の道状遺構ではないかと推定する。

自然科学分析の結果から溜池ではないかとの見解も提示された。これはSD02本来の機能

廃絶後に一時期湿原地化 したことや、もしくは隣接する湿沢 (地名― `丸池'`フ カダ')

から花粉が運ばれた可能性も指摘できるのではなかろうか。

以上、SD02に関して、現在は道状遺構 と溜池遺構 という可能性が挙げられている。

遺跡地周辺の景観復元

遺跡地周辺が立地する地理的環境は、地域住民の生活を成立させる基本的な要因であ

り、生活圏の伸張の様子は周辺の発掘調査でもあきらかになりつつある。より広い地域を

理解するために、古文書、絵図、地図を用いて遺跡周辺の景観復元を行つた。

遺跡地周辺をさす文字資料の初見は、『出雲国風上記』天平 5年 (733)イこある「漆沼郷

(志刀沼)」 とい う表記である (註 3)。 さらに、「出雲国大税賑給歴名帳」天平11年 (739)

には、漆沼郷に「深江里」「上田里」「犬上里」が存在 していたことを記 している (註 4)。

「優婆塞貢進解」天平15年 (744)に は、「日置部君稲持、年幕拾、出雲郡漆治郷戸主出雲

臣大国戸口」の名が見える (註 4)。 これらによって、古代では 「出雲郡漆沼郷」と称 さ

れていたことがわかる。

中世に入るとこの漆治郷は近江 日吉社領 として、在地の鰐淵寺が雑掌として管理 してい

たことが知られる。後に領家 日吉社のもとをはなれ鰐淵寺領に編入され、以後地頭や国行
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役人などと争いながらも寺領の中核地として経営されるのである。この鰐淵寺の漆治郷領

有は天文元年 (1532)の塩谷興久の乱をさかいに弱体化するのであるが、この頃より漆沼

郷の一地名にすぎなかつた直江を冠 した 「直江郷」との郷名が一般的となる①これは直江

の地に拠点を置いて領地経営を行つたことによるとみられる (註 5)。

遺跡地周辺の地名を示 した文書としては、「一 十弐俵尻 壱所山屋敷 直江之内あい

次分三井村之内也、」 (尼子義久袖判奉行人連署奉書 永禄 5年)がある (註 6)。 この文

章によると、この地域が 「三井村」とよばれてお り、その一部が隣接地 「羽根」に拠点を

おいたとみられる羽根氏の所領 となっていたことがわかる。

当遺跡地 とその周辺には、「人斗蒔」や 「三斗蒔」 とい う地名があるが、『鰐淵寺文書

(註 7)』 の 「直江郷」内を示した文書のなかに、「御霊田五斗蒔」 (一 山三長老連署文書紛

失状 永享 5年 )、
「下散田之内 四斗蒔」 (立原幸隆 。本田家吉連署状 天文20年 )、 「三

崎原五斗蒔屋敷」 (尼子義久証判、立原幸隆以下二人連署奉書 永禄 4年)と い う表現が

ある。これ らの表現には共通 して数字を冠 していることから、「斗」は量 (1斗 =18ゼ )

を表す単位の可能性が考えられる。類似 した表現として永正18年『大林寺文書 (註 8)』

には、面積 (稲種)や地名に続けて、「種足○斗○升蒔」と記される事例があり、おおむ

ね一反 (段)の作付けに対 して、種足が 3升～ 4升必要とされる割合である (註 8)。 こ

うした地名表現からの類推であるが、何 らかの単位を示 した表現が地名 として残つたこと

が考えられる。現在の「人斗蒔」は丘陵地一帯を指 してお り、畑地と棚田 (一部休耕田)

の土地利用である。後述する『玉昌寺記録』では、「人斗蒔」周辺が畑地であつたことが

記載 されている。人斗蒔の地形状況を観察すると、水田化する以前にまず畠地 として開

墾され、ついで可能な範囲で水田化が進められる過程が想像される (註 9)。 この 「漆治

(直江)郷」内の、「斗蒔」呼称は、おそらくは丘原や谷間地などの新開地に分布 していた

のではなかろうか。

先にあげた『立原幸隆 。本田家吉連署状』の 「下散田 四斗蒔」は、立原幸隆から鰐淵

寺桜本坊へ寄進され (天文12年 )、 のちに桜本坊尊澄の遺言で井上坊豪円に譲られる際に、

この 「下散田 四斗蒔」に関しては和多坊の買い取 りが確認される (同 20年 )。 残念ながら

1口
「直江郷」域 (伊波野・直江地区)に 「下」という地名は見当たらないが 「人斗蒔」丘

陵の南にある家屋の屋号が 「下」であり、この旧「直江郷」域に 「下」という屋号はこの

周辺一帯だけに確認された (平成16年 3月 現在 3軒 )。 家屋は地名以上に変遷が著しいと思

われるので、先にみた「斗蒔」地名の類推ともあわせて参考としてあげておく。

近世以降の史料は充分に調べられなかったが、近世以降の人斗蒔周辺を表 した図化史料

として以下の三点が挙げられる。

「漆沼郷下直江村絵図」文政 6年 (1823)第29図

「島根管内出雲国出雲郡 (島根県立図書館蔵 )」 明治12年 (1879)第 30図

「今市」二万五千分一地形図 大正 4年 (1915)

このなかから、とくに「漆沼郷下直江村絵図 (以下、村絵図)」 は、この地域を彩色を用

いて詳細に描かれている。この村絵図を現在の地形図に比定し、さらに、周辺の遺跡地図

と、聞き取 り地名 と現在の屋号を加えたものが第31図である。現地比定は、踏査および聞

L
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き取り調査 (註10)に よつて地形図に落としている。

近世文書として、近在の潤徳山玉昌寺 (臨済宗)が所蔵する『出雲郡下直江村潤徳山玉昌

寺記録 (以下、玉昌寺記録 註 11)』 宝暦14年 (1764)に よって当概地の様相をうかがい知

ることができた。これは松江の天倫寺に提出するために作成された当寺の縁起文書である。

村絵図の現地比定の作業から、調査区一帯は山地として表現され 「観音寺山」という地

名であることを確認 した。現在ではこの 「観音寺山」の地名は失われているが、M点では

「かんのじた」もしくは 「かんのだ」と呼ばれ、丘陵の上にはかつては寺が存在 していた伝

承が残る。この 「観音寺山」に関しては『玉昌寺記録』に、「営村石橋輪之内人斗蒔 一、

観音堂 一宇、首寺抱堂敷、畑六歩 本尊観音大士、坐像作不知、堂者五尺四面東西南北

皆畑、古来より観音堂と号来候」の記載内容に該当するであろう。この文書では、この観

音堂山付近の畑の中に約1.5m程度の観音堂が建てられ、観音大師がまつられていたことが

わかる。また絵図の 「観音寺山」に記入される「地蔵」は、現在でもほぼ同じ位置に「石

橋地蔵」として信仰される石仏群に比定できるであろう。

村絵図にはないが、現在調査区に隣接する小高い田地には、五輪塔が建っている。今岡

利江氏によると、完存する一個体は疑灰岩製で15世紀の年代観を呈し、別個体の水輪分の

石材は不明である見解を示 していただいた (付篇参照)。 この五輪塔は玉昌寺開基の墓石

と伝えられ、同寺の過去帖には「昌子佐馬之守 (左馬頭力)永 享二年 (1430)九月廿四日

没」と記されている。『玉昌寺記録』には同寺開基について、「蓋シ上古者 首郡佛経山ニ

有之、玉田庵 と申候、営村之居民昌子と申者今之寺地寄進仕 引越致建立家名を後代二残

さん為とて玉田庵之玉と家名之昌子とを取合せ、玉昌寺と改号申候由古老申偉候」と伝え

ている。この仏経山「玉田庵」が玉昌寺の前身である伝承は、江戸時代の地誌『雲陽志』

にも見えている (註 12)。 余足になるが、同寺本尊に関して『玉昌寺文書』には「一、本尊

地蔵菩薩、坐尊長ヶ壱尺七寸作不知、但 し、此地蔵菩薩、佛経山佛谷岩穴より出現し玉

ふ (中略)大 社造営二付、神名樋山二而為祈念大般若経韓讀之事、鰐渕山衆徒江蒙仰、

地蔵菩薩を愛宕 と号、鎮守 し奉 り、尊崇仕候霊佛、其後元亀元年之頃、吉川元春・小早

川隆景、熊野高瀬之城を攻、霊佛霊社悉兵灰ロニ罹 り、焼失仕、右之地蔵菩薩を首寺江引

移、本尊二安置仕候由申俸候、 (後略)」 とある。町内の臨済宗寺院は鰐淵寺 (天台宗)末

寺から転宗 した寺院が多いと指摘 されるが (註 5)、 鰐淵寺との由縁を間接的に表現 して

いるのかもしれない。

この 「観音寺山」の北側に舌状に延びる丘陵地は 「天神原」と呼ばれ、かつては菅原道

真お手植えとされる「天神松」が植わつていた (註 13)。 地名 「菅原」にある屋号 「菅間」

屋敷にも、菅原道真にまつわる別の伝承が伝わつている。

以上、当該地の景観復元を試みてみたが、中世以前の様子は史料数が少なく戦国期に

「三井村」と呼ばれていたこと以外はよく分からない。また古文書に出てくる地名の中で

も現在の場所が不明なものも多く、その中から「斗蒔」地名 と「下」屋号について若千の

推論を試みてみた。近世になると、主に村絵図によつてより具体的に遺跡地周辺の様相が

明らかとなる。調査区一帯は 「観音堂山」と呼ばれ、小さな観音堂が建てられていた。ま

たこの丘陵を 「築紫街道」とい う東西道が通 り抜け、小道が山裾を巡つていた様子が描か

れている。この地は近在の玉昌寺と関わりが深く、開基や本尊の伝承はまだ不明な事が多
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いものの、様々な断片をつなざ合わせることによつて中世期の片鱗をうかが うことができ

る。
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第29図 「漆沼郷下直江村絵図」 (原 弘氏 所蔵)
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筑紫街道について

SD02の 可能性 としてあげられる「筑紫街道」であるが、いかなる性格をもつた道路か、

よく分からないというのが実情である。地元の伝承では、上記の 「天神伝説」とかね合わ

せて語 られることが多く、文字資料としては『村絵図』に記載される「筑紫海道」の注記

で確認される。文字通 りに解釈すれば 「筑紫 (福 岡)へ通 じる主要道」であり、山陰道の

ような道とも受け取られる。近世の山陰道 (石州海道)は、この調査地点よりずつと北方

の直江市街地を通つているので、近世以前にさかのばる街道遺称との想像がかきたてられ

る。平成12年度以来続けられた調査結果を踏まえた、推定 「筑紫街道」の構造を検討 して

みたい。

『村絵図』には「筑紫海道 (以下、筑紫街道)」 は三井地塁を直進する棒道として描かれて

いるが、現地の道遺構は屈折を重ねて尾根を縦走している。第31図 には、『村絵図』に描か

れる「筑紫街道」を調査結果と踏査による推定ラインとしておとしている。明治12年の 「島

根管内出雲国出雲郡」第30図 には 「向田道」という山道が記載されるが、「筑紫街道」の西

側半分に該婆する可能性がある。大正14年の 「今市」二万五千分一地形図には、該婆する道

路の記載はない。

A一 C FR4(第 31図 )

今回の調査で検出したSD02はその構造から「筑紫街道」にともなう切通しと考えるので

あるが、現在の町道の方向軸 (N-53° 一E)と の間に若干の違いが生じている。『村絵

図』には 「観音堂山」を越えた 「筑紫街道」は、「南迫」の窪みをかすめて溜池の脇から

三井地塁を昇るように描かれている、これはC,点の溜池に該当するであろう。SD02の 方向

軸 (N-60° 一E)を延長するとC点は直線で結ばれ、「南迫」では屋敷地と畑地の地境で

ある土手上を通ることになる。SD02の 底部には側溝 らしき小溝が 2本確認されたが、うち

一本の方向軸はN-55° ―Eで現在の町道とほぼ同一軸となる。時期差によつて方向軸が

変更されていることも考えられる。C点付近には地蔵堂がまつ られているが、かつてはこ

の脇を 「筑紫街道」が通つていた伝承が伝わっている。

C一 D聞

C地点から三井地塁の勾配を上ることになるが、入 り日と山腹には複数の切通し状の溝

渠址が確認できる。数度にわたリルー ト変更が行われたのではなかろうか。地蔵堂の裏手

からのルー トは、つづら折 りに斜面を上 りやがて大規模な切 り通しの底を歩く。溜池脇の

ルー トは比較的、由がりの少ないコースをとる。より山頂側にも一本の切通し址が断続的

に並走する。

D一 E FF4

山頂をやや下つた南側山腹に、切 り通 し址が縦走する景観が現出する。尾根上ではなく

山腹が選地された理由として、路面としての起伏を軽減する目的が考えられる。D点付近

にも複数の切 り通 し址が認められる。

F― ‖闘

平成 12年度に調査 された F地点 (00-3区)では、互層構造をもつ硬化層 (以 下、版



7

築状)が確認された。H付近では、南側山腹に加工段らしき平坦地が尾根沿いに西走する

が、町道杉沢線が横断する。

臓一 I聞

この付近は昭和30年代の三井開拓によつて大きく削平され、調査以前は茶畑となってい

た。H点付近では、平成14年度の調査で溝跡が検出され、遺構内から土師質土器皿が出土

している。 I点の東側00-4区 6・ 8ト レンチからは版築状の硬化層が確認された。この

硬化層から須恵器の砕片が出土している。南側の山腹には横 日式炭焼窯が築かれている。

と14素

現在、「賽ノ神」が鎮座 している。本来の位置は東側にあつたが、三井開拓の開墾に

よつて現在地に移されている。平成14年度の調査では、東側一帯から寛永通宝や土人形な

どが出土している。この地域では 「どっちつかずの賽ノ神」といわれ、賽ノ神は村境や道

の分岐点に祀られることが多いといわれている。この賽ノ神も「氷室村」と「下直江村」

との村境付近に立地し、ここを基点としてK点に向かう道 (筑紫街道)と L点に向かう分

岐道にわかれる。

I地点 (00-4区 7ト レンチ)では、谷地形を埋め立てた上に版築状の硬化層が 2時期

にわたつて築かれていた。この硬化層からも須恵器の砕片が出上している。規模からみて

大掛かりな造作であり、版築構造もしつかりしたものである。

1-」 簡

00-4区 1、 2、 3ト レンチでは大規模な切通 しと大型溝渠 (SD01)が確認された。 I
地点西側の 3ト レンチから2時期に分かれる版築が確認された。付近からは北側斜面に開

口していた横 口式炭焼窯 1号窯と2号窯が検出され、 2号窯は切 り通 しによって窯体の上

部が削平されている。 2号窯は出土遺物から8世紀前半代が想定されるので、切 り通しは

それ以降に削平されている。平成12年度の調査ではSD01の 年代は分からなかったが、平成

14年度の調査で若干の遺物の出土をみているので今後の検討で明らかになるであろう。平

成 14・ 15年度の調査では、この尾根の北側斜面一帯から、弥生住居址群と弥生から古墳時

代にかけての加工段群が確認されている(杉沢 I遺跡 )。 平成14年度の調査では、切通 しな

いし溝状遺構が複数尾根を縦走する様子が確認された。

J一 K闘

中央工業団地造成予定地から外れるので未調査域である。道址 らしき平坦地が尾根上を

縦走し、谷地形を埋め立てたとおもわれる土橋状の個所もある。

1-と 閤

「筑紫街道」 (A一 K間 )か ら分岐する道である。00-4区 9ト レンチからは、 7～ 8本

の大小様々な結状遺構が検出された。この中から、上幅50cm前後、深 さ30cm程度の小溝

(SD02、 03、 04、 05、 06、 07)に 注目する。とくにSD05は溝 というより、不定形な掘 り込み

群が不連続 して続く様子であつた。埋土は何れも硬化粘土層であり、覆土中より古代瓦砕

片が僅かであるが出土している。こうした構造は、松江市の渋ケ谷遺跡の様相に類似 して

お り、道状遺構の下部構造である可能性が指摘されるので再検討が必要である。谷底地形

であるのにかかわらず堆積土が薄く底面が平滑であること、底部直上から古代瓦が出土す

上
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る状況、00-4区 1ト レンチで検出されたSB01が 南側半分を失つている状況から、この 9

トレンチの谷地形自体が、人工的に加工された可能性も考えられる。

この近傍から8世紀中頃の古代瓦窯が 1基検出されているが、平成14年度の調査では、

この谷裾の調査区より複数の溝 と、瓦が敷き詰められた土橋状の地塁が検出されている。

この調査では、ここで生産された軒先瓦と三井神社福井で採取された軒先瓦とが同箱瓦で

あることが判明した。瓦の破片もこの I一 L間沿いを中心に分布 しているので、このルー

トを経て東側に供給されている可能性が考えられる。この I― L線を西側に延長すると、

出雲郡衡関連遺跡に比定される後谷遺跡付近に出ることができる。

以上、今までの筑紫街道に関連する遺構の調査概要と踏査をまじえた見解の中間報告

を行つた。「筑紫街道」の成立時期について、 I― J間の切通しは8世紀中頃より後の成立

が確認 され、溝遺構の一部はその出土遺物から中世期には成立していたと推定される。た

だし、 I― L間 に関しては 8世紀中頃まで遡る可能性がある。賽ノ神付近の出土遺物や村

絵図の記載からみると、幕末頃は使われていたようである。枝分かれ して 「薬師堂山」ヘ

抜ける山道には石灯篭 (嘉永 4(1851)年銘)が建っている。下限として、人斗蒔 I遺跡

SD02で は近代頃の廃絶が想定される。大正 4年の地形図には筑紫街道に相当する道の記載

はないが、この頃には使われなくなつたものか、よほどに利用頻度が落ちていたものと考

える。現在では中原谷越えのルー トが、結一氷室間を結ぶ道として機能している。

切通 しは複数平走する様子が確認 され、人斗蒔 I遺跡SD02(註 16)や三井 Ⅱ遺跡00-

4区 1ト レンチSD01な ど大規模なものもある。三井Ⅱ00-4区でみられた谷間を埋める造

成上量も大きく、版築状硬化層は本格的な造作である。大掛かりな動員をもつて道を敷設

し、度重なる補修を伴って維持されていた様子がうかがえる。

幅広規格で直線プランを有する古代官道に関する研究は、長年にわたつて盛んに行われ

ている。この筑紫街道が古代官道 (『 出雲国風上記』真西道など)に該当するかの検討は、

広域にわたる視点が必要とされるのでこの報文の意図するところではないが、街道を称す

るに遜色ない構造を有しているといえるかもしれない。

面白いことに『村絵図』が描かれた時代の主要街道である「石州街道」は道が描かれ

るものの街道名の注記はない。「筑紫海道」の注記は文政 6年当時の街道状況には即 して

おらず、さらに直線道表現はあきらかにデフォルメされている。これらは現代の基準から

みれば歪みといえなくもない。 しかし、この 「筑紫」を冠 した道路には、御井 (三井)神

社にまつわる木俣神話 (『 古事記』註 17)、 先に述べた九州へ下向する天神 (菅原道真)伝

説、尼子と毛利が争った高瀬城攻防など、郷上の歴史を彩った祖先たちの紡径の足跡を示

しているのかもしれない。

今回の調査をふくめた周辺の発掘調査によつて、この地域変遷の一端が明らかになりつ

つある。今後の精力的な調査と研究によつて、新たな歴史像が提示されることに期待 した

ヤヽ。

L
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八斗蒔 I遺跡 昭和62年の調査

宍道 年弘 (斐川町教育委員会)

1.調査に至る経緯

昭和62年 2月 3日 、有限会社斐川茶園 (代表取締役 加藤和正)よ り製茶工場の工場増

築及び駐車場用地造成工事地内 (開発面積3,327∬)における埋蔵文化財の分布調査依頼

を受けた斐川町教育委員会は直ちに踏査を行つた結果、造成予定地内において表面上では

遺構等を確認することができなかつたが、隣接する同じ地形では土器が散布 しているため

遺跡確認のための試掘が必要である旨を同年 2月 6日 付けで回答 した。

試掘調査は工場用地と駐車場用地に 2ヶ 所の トレンチを設け、昭和62年 2月 17日 に着手

し、同年 2月 28日 に終了した。

2.調査の概要

造成予定地の南寄 りに設定したNo.1ト レンチは標高11,20mの 田地に位置し、南北15m、

東西2.5mで 面積37.5だ、また北寄 りに設定したNo.2ト レンチは標高11.14mの 田地に位置

し、南北2.5m、 東西20mで面積50だを測る。それぞれ手掘 りで調査を進めたが、本調査

は後に委ねることになり遺構の掘削は行つていない。なお、配 1ト レンチは遺構の広がり

を探すため、一部 トレンチを拡張した。

第 1図  トレンチ配置図 (網かけ部分は造成予定地)



T
No.1ト レンチの遺構と遺物

SB01

トレンチの東南側で検出された総柱の

南北棟掘立柱建物跡で、南北 3間 (3.6m)

×東西 3間 (3m)、 床面積 10。 8ポ を測る。

柱間寸法は桁行1.8m等間、梁行1.5m等間

で、主軸方向は、N-11° 一Wである。

Pl～ P9の ピントは、いずれもほぼ円

形で径30～60cmを 測る。 P2・ P4・ P8
のピットではピント検出面において径15～

25clllの 柱痕跡を確認 している。また、P4
とP7か ら須恵器の変片が発見されている。

SD01

幅約0.3m、 長 さ2m以上を沢Jる 溝状の遺

構である。ほば東西方向に伸びていて西方

向は トレンチ外にも続いていると思われる。

ピット群

SB01以外で検出されたピットは21穴 とな

る。ピットの規模、形状で 3タ イプに分類

される。直径20cm以 下で円形を呈するもの

9穴 (Aタ イプ)、 直径30clll程度で円形を呈

するもの 9穴 (Bタ イプ)、 一辺80cm前後で

隅丸方形を呈するもの 3穴 (Cタ イプ)で

ある。遺構検出面が現田地から浅いことか

らAタ イプのピットは新 しい時期の杭跡な

どが考えられる。 Bタ イプは柱痕跡が確認

できるものがあり、SB01と 同規模であるこ

とから小規模な建物か柵列などがあった可

能性がある。 Cタ イプは規模が大きく、平

面形が隅丸方形であることから大型の建物

が建っていた可能性が考えられる。

包含層遺物

包含層から出土した遺物は須恵器、陶磁

器、黒曜石である。いずれも小片のため実

測不可能である。須恵器は古墳時代後期以

降のもので、大半は密類で、必類は 2、 3

点みられるのみである。陶磁器は中世以前

のものはなく、近辺の窯で焼いたものであ 第 3図 Nα lト レンチSB01平面図

°  O      O

〇 〇
SB01

0  9

0   8
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第 2図 No lト レンチ



る。黒曜石は黒光 りするガラス状の石材で製品になるものはない。

No.2ト レンチの遺構と遺物

ピット列

東西に長い トレンチのほぼ中央で東西方

向に8穴のピットが検出された。東側 4穴

と西側 4穴に分かれ、西側のピットは 3間

(3.8m)で、柱間寸法は心々を測ると1.3・

1.1。 1.4mと な り、直径 は35clll前 後で円

形を呈する。東側のピットも3間 (4.3m)

で、柱間寸法は1.4m・ 1,4m・ 1.5mと なる。

直径は35～ 40cIIlで円形を呈する。

主軸方向はN-85° 一Wを測る。柵列か

塀、あるいは対応するピットが南側に存在

し、建物跡になる可能性もある。

SX01

トレンチの西端で検出された長辺95cm、

短辺40cmの土坑状遺構で、いびつな長方形

状を呈している。

包含層遺物

包含層から出土した遺物の大半は須恵器

と陶磁器である。須恵器は古墳時代以降の

甕類で、若干坪類がみられる。陶磁器は近

世以降の地元産のものである。

3.ま とめ

今回の調査は トレンチによる調査で遺跡

全体のごく一部を調査 したにすぎないが、

建物遺構などが確認 されたことは大きな成

果であつた。

出上した遺物からみると、須恵器が大半

で多くは細片であるが、ほば古墳時代後期

～奈良時代までの時期におさまるものと考

えられる。検出された総柱の掘立柱建物は

遺物等からは性格をつかむことは難 しく、

高床倉庫を有する古墳時代集落の存在を記

すにとどめておきたい。

遺跡は東側 田面 との比高差が約 5mあ 第 4図  No 2ト レンチ



り、周辺がよく見渡せる高台に立地している。今後、周辺を調査することにより遺跡の性

格、広がり等を把握することができよう。

No lト レンチ遺構検出状況 (北より)

Nα 2ト レンチ遺構検出状況 (西より)
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2 八斗蒔の五輪塔について

五輪塔報文 今岡

(実測図

利江 (広瀬町教育委員会 )

今岡 稔・利江氏提供 )

(各部計測値〉

○空風輪

(空 輪)最大径ω -22.4cm

(風 輪)最大径(B)-24.8cm

(空 輪)最大径⑥ -36.Oclll

(ホ ゾ部)最大径 -10.Ocm

長 さ-4.8cm:丸形 (円 筒形 )

○火 輪

(ホ ゾ穴部)最大径 -10.Ocm

深さ4.7cm:隅 丸方形

(火 輪)のきはば軒幅(D)-56.OcIIl

笠上幅(E)-20.Om
笠高さ(F)-39,Ocm

O水 輪

(水 輪)最大径(G)-53.Ocm

高 さ(H)-36.Ocm

O地 輪

(地 輪)最大幅(I)-53.Oclll

高 さ(J)-32.5cm

O別個体水輪

(水 輪)最大径 -46.Ocm

高 さ-30,Ocm

(石材〉

横筋状の節理が走ることが特徴 として

あげられ、疑灰岩だと思われる。水輪の

一つ (上)は、別石材 と思われるが石材は

不明。
八斗蒔 五輪塔実測図 (1:16)

(年代的特徴〉

五輪塔の編年は、宝使印塔 と比べて形態上の特徴に乏 しく、 さらに紀年銘 を持つ個体

が少ないことからまだ確立 していない。その為、詳 しい年代観を提示することは出来ない

が、以下に記す特徴から、この五輪塔は15世紀代 と考えられる。

① 地輪部の中程で、やや胴が張る。

② 火輪部は断面が正三角形状を呈し (新 しい年代のもののように扁平につぶれてはおら

ず、高さが保たれている)、 軒反の造りも丁寧で、中心部から外側にかけてのはねあが

り (特に、四隅の面取り状の部分に顕著)が造られている。

③ 空風輪も比較的丁寧な造りで、空輪部が宝珠状のきれいな球形を呈する。

④ 梵字が、比較的しっかりとしたやげん薬研彫りである。

上記にあげた4つの特徴から、やや古い形式 (14世紀代)の ものと判断できるが、

⑤ 地輪の上面が平らで水輪に向けてのふくらみが無い。

⑥ 空風輪の境部のつくりがやや粗い (風輪の上面が平で、空輪にかけてのふくらみが無い)。

これら2つの特徴は比較的新しい (16世紀代)石塔にみられる特徴であるので、14世紀代
まで遡ることはできないと判断する。

→
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3 八斗蒔 I遺跡発掘調査に係る花粉分析

渡辺正巳 (文化財調査コンサルタントlul)

1 はじめに

本報告では、遺跡近辺の植生復元および、切り割り状遺溝の用途推定の一助とすることを目

的として、発掘調査に伴つて露出した各地点より採取した試料を対象として花粉分析、プラン

ト・オパール分析を行つた。また本報告は、斐川町教育委員会が文化財調査コンサルタント株

式会社に委託して実施した委託業務報告書を簡略化したものである。

人斗蒔遺跡は島根県東部、簸川郡斐川町地内に立地する遺跡である。

2 分析試料について

各分析試料は斐川町教育委員会 /

と協議の上、文化財調査コンサル

タント株式会社が採取した。図 1

に試料採取地点を示す。また、調

査地点の模式柱状図および試料採

取層準を、図 2、 3のダイアグラ

ム左端に示す。

3 分析方法

花粉分析処理は渡辺 (1995)に

従い、植物珪酸帯分析処理は藤

原 (1976)の グラスビーズ法に従

い実施している。全ての分析の観 図 1 試料採取地点

察 。同定は、光学顕微鏡により通常400倍で、必要に応じ600倍あるいは1,000倍 を用いて行つ

た。花粉分析では原則的に木本花粉総数が200個体以上になるまで同定を行い、同時に検出さ

れる草本・胞子化石の同定も行つた。また、中村 (1974)に したがい、イネ科花粉をイネを含

む可能性の高いイネ科 (40ミ クロン以上)と イネを含む可能性の低いイネ科 (40ミ クロン未

満)に細分した。プラント・オパール分析ではグラスビーズが400個体以上になるまで検鏡を

行い、同時に検出されるイネ科の数種類について同定を行っている。

4 分析結果

花粉分析結果を図 2の花粉ダイアグラム、図 3のプラント・オパールダイアグラムに示す。

花粉ダイアグラムでは木本花粉総数を基数として各分類群毎に百分率を算出し、木本花粉を黒

塗リスペクトルで、草本花粉を白抜きスペクトルで示している。

プラント・オパールダイアグラムでは、各分類群毎に検出数をlgあたりの含有数に換算し、

スペクトルで示している。

また、花粉分析処理の際の残澄を概観した結果を表 1に示す。

5 花粉分帯

花粉分析の結果を基に局地花粉帯として 1帯 2亜帯を設定した。以下に各花粉帯の特徴を示
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す。また、本文中では花粉組成の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載し、

試料No,も 下位から上位に向かって記した。

I帯 (分析NO.1地′煮試料No.3～ 1)

マツ属 (複維管束亜属)が卓越 し、スギ属、ヨナラ亜属を伴 う。イネ科 (40ミ クロン以

上)の出現率から、さほど高率にならないb亜帯 (試料配 3、 2)と 、特に高率を示す a亜

帯 (試料No。 1)イこ細分した。

6「道」の可能性について

古絵図には、調査地点を横切る「道」が描かれている。今回の凹地は、まさに描かれた

「道」の上に位置する切 り割り状遺溝である。それでは、凹地埋上に認められるどの「面」が

「道」の遺溝面であつたのであろうか。以下で下位の層準から検討を加えていく。

(1)地山上面

地山上面は中粒砂層上面、あるいは中粒砂層を削り込む試料陥 6を採取した有機物に富むシ

ル ト質細粒砂層上面である。これらの面は、「道」とするにはあまりにも脆いと考えられる。

(舛 有機質粘土層上面

有機質粘土層は上面がほぼ水平で、凹地全面に分布していた。この層の下部で試料No.5を、

上部で試料陥 4を採取し、花粉分析、プラント・オパール分析および微化石概査を行つている。

概査結果で示したように、プラント・オパールの含有量は多かったものの、花粉の含有量

は少なく、珪藻は含まれるものの破片が多い。さらに植物片も少なく、微粒炭が多く含まれて

る。また、イネのプラント・オパールは全く検出できなかった。イネ科 (40ミ クロン以上)花

粉は検出されるものの、イネ科 (40ミ クロン未満)花粉やその他の草本花粉もイネ科 (40ミ ク

ロン以上)花粉を上回る出現率を示した。以上の含有微化石の特徴は、いわゆる「古土壌」で

認められることが多い。現場で可能性が指摘された「水田堆積物」の特徴とは、大きく異な

る。以上のことから、この層上面が多少の浸食 (あ るいは削平)を受けているにせよ、旧土壌

面であることは確かであり、「草地」の可能性がある。ただし、栽培種であるノバの花粉が検

出されるなど、「火田」の遺構面であつた可能性もある。また、あえて考えるなら「道」の遺構

面であつた可能性も否定は出来ない。

「道」の可能性を論じるためには、遺溝面が削平を受けすでに失われている可能性もあるが、
「道」として機能できるか否かを調べるために、密度試験などを行う必要もあろう。

(創 粘土層上面

下部の細砂で試料No,3を、上部の乱れた粘土層で試料配 2を採取し、各種分析を実施してい

る。

試料陥 2、 3には豊富な量の花粉化石が含有され、植物片も多くなる反面、微粒炭は減る。

しかし、珪藻化石は下位の試料No.4～ 6と 同傾向で破片が目立つ。ィネのプラント。オパール

は僅かに検出されるが、イネ科 (40ミ クロン以上)花粉はさほど高率にならない。

花粉化石の保存状況や植物片が含まれる様子から、この層が沼沢湿地で堆積した可能性が指

摘できる。一方で、イネのプラント・オパールや、イネ科 (40ミ クロン以上)花粉の検出量が

少ないことから、「水田耕土」であった可能性は低い。むしろ「溜め池」の様な状況が連想さ

れる。また、珪藻化石の保存状況が悪いことから、沼沢湿地の土砂による埋め上である可能性



も残る。

いずれにしろ、この層状面が「道」の遺溝面であつた可能性は、極めて低い。

但)埋土

粘土ブロックを多量に含む粘土層である。上位の中粒砂混粘土との境界は漸移的であり、

の層上面が「道」であったとは考えにくい。

脩)有機質に富む中粒砂混粘土

ほぼ水平に堆積し、下位の埋土から漸移的に変化する。この層で試料No.1を採取し、花粉分

析、プラント・オパール分析および微化石概査を行つている。

概査結果で示したように、プラント・オパール、花粉、珪藻ともに多量に含まれ、植物片、

微粒炭も少なからず含まれていた。また、イネ科 (40ミ クロン以上)花粉が高率で出現するほ

か、ジバ属やワタ属の花粉も検出される。さらに、イネのプラント・オパールもわずかである

が検出される。 以上の含有微化石の特徴は「水田堆積物」の特徴と一致する。

したがってこの層上面は、「道」ではなく「水田」であつた可能性が高い。

(6)ま とめ

以上のように、各層あるいは各層上面の状況を検討すると、最も「道」の遺構面である可能

性が高いのは「有機質粘土層」上面ということになる。ただし、「道」の遺溝面であつたと断

定するには、不十分である。また、「道」の遺構面が浸食、あるいは掘削され、残存していな

い可能性もある。

7 古環境変遷

ここでは、諸分析結果より推定できる古環境について、堆積過程に従い述べる。

(1)有機質粘土層堆積時

微化石がほとんど検出できなかつたことから、堆積過程についての判断はできない。

前述のように「土壌化作用」を受けた「古土壌」であると推定されることから、一定期間

「畑」、「草地」、「道」であった可能性が指摘できる。ただし、いずれも判断材料に乏しく断定

は出来ない。

12)粘土層

①堆積状況

花粉、炭、植物片の含有状況から、沼沢湿地での堆積が推定される。イネ科 (40ミ クロ

ン以上)花粉や、イネのプラント・オパールの検出傾向から、「水田」の可能性は否定は

出来ないものの低いと考えられる。「溜め池」あるいは沼沢湿地起源の上砂を用いた埋め

上である可能性が指摘できる。

②花粉帯の対比 (堆積時の時代観)

花粉組成でマツ属 (複維管束亜属)が卓越し、中海・宍道湖地域での地域花粉帯 (大西、

1993)のイネ科花粉帯マツ属亜帯に対比可能である。この花粉帯の示す時期は、およそ近

世～近代にかけてである。

③周辺地域の古植生

マツ属 (複維管束亜属)花粉が卓越することから、遺跡背後の中国山地縁辺部にはアカ

マツ林が広がっていたと考えられる。また、随伴されるコナラ亜属は、アカマツ林内に混
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清していたと考えられるほか、スギは林内の谷斜面に分布していたと考えられる。

遺跡近辺には、田畑が広がり、畑ではソバも栽培されていたと考えられる。また、調査

地はおそらく「溜め池」で岸辺にはカヤツヅグサ科、イネ科などの草本が生育し、土手な

どの乾燥地にはキク科などの草本が生育していたと考えられる。

俗)埋土

現場での観察から、埋土と判定した。おそらく、水田造成のために「溜め池」あるいは「沼

沢湿地」を埋めたものと考えられる。

仏)有機質に富む中粒砂混粘土

①堆積状況

微化石の検出状況から、前述のとおり「水田」の可能性が高い。

②花粉帯の対比 (堆積時の時代観)

試料陥 3、 2層準同様に、花粉組成ではマツ属 (複維管束亜属)が卓越し、中海・宍道

湖地域での地域花粉帯 (大西、1993)の イネ科花粉帯マツ属亜帯に対比可能である。この

花粉帯の示す時期は、およそ近世～近代にかけてである。

③周辺地域の古植生

試料NO.3、 2層準と同様に花粉組成で、マツ属 (複維管束亜属)花粉が卓越 し、スギ

属、コナラ亜属を伴うことから、遺跡背後の中国山地縁辺部の植生に変化は認められない。

調査地および遺跡近辺には田畑が広がり、畑ではソバやワタが栽培されていたと考えら

〃七る。

8 まとめ

切り割り状遺構の用途推定の一助として、花粉分析およびプラント・オパール分析を実施し

た。用途として推定されていた「道」については、その存在を明らかにすることは出来なかつ

た。「道」として推定可能な層準は、地山となる砂層上位で比較的水平に連続的に分布する

「有機質粘土層」上面であるが、断定には至っていない。

その他、「有機質粘土層」上位の「粘土層」は、「溜め池」あるいは「沼沢湿地」での堆積物

であると考えられる。さらに上位の「粘土層」は、「水田耕作土」であつたと考えられる。

得られた花粉組成と大西 (1993)の 花粉帯の対比から、「粘土層」より上位の堆積物、埋め

土は近世以降のものと考えられ、この時期には畑作物としてワタ、ノバが栽培されていたこと

が半1る 。
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図3 プラント・オパールダイアグラム

表 1 微化石概査結果

◎
○
△
煤
×

例凡 :十分な数量が検出できる
:少ないが検出できる
:非常に少ない

:極めてまれに検出できる
:検出できない

試料配 花 粉 炭 植物片 珪  藻 火山ガラス プラン ト・オパール
1 ◎ ○ ○ ◎ △ ◎

◎ ○ ○ ○ △ O
3 ◎ O ○ △ △ ◎

△ × ◎ △ × △ △ ◎
△ × ◎ △ × ○ △ ◎

6 △ ◎ △ × ○ △ ◎
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写 真 図 版

八斗蒔 1遺跡全景 (南東より)



図版 1

調査前全景

(北東より)

調査前近景

(東 よ り)

試掘第 1ト レンチ

(北東より)



版 2
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試掘第 2ト レンチ

(南東より)

試掘第 3ト レンチ

(北 よ り)

第 刊トレンチ本調査遺構

検出状況 (南 より)



第 1ト レンチ本調査

SD01検 出状況(1)

SD01検出状況(2)

パ
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SD01検出状況(3)



SD01検出状況(4)

第 1ト レンチ本調査完掘

状況

(南 よ り)

第 1ト レンチ本調査

SD01完掘状況(1)



SD01完掘状況(2)

SD01完掘状況(3)

SD01完掘状況(4)



第 1ト レンチ本調査

SD01第 1断面

SD01第 2断面

SD01第 3断面



図版 7

SD01第 4断面

SD01第 5断面
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図版 8
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第 1ト レンチ本調査

SD02検出状況 (南 より)

第 1ト レンチ本調査

SD02完掘状況 (南 より)

第 1ト レンチ本調査

SD02第 1セ クション断面(1)



図版10

SD02第 1セ クション断面(2)

SD02第 2セ クション断面
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